
認定こども園マリアこども園児も

スムージーだいすき

認定こども園マリアこども園児も

スムージーだいすき

９
信州須坂健康スムージー特集



2020年９月号 ・２・

＃信州須坂健康スムージー

　平成29年度から国の地方創生推進交付金を活用し

て始まった「健康スムージーを活用したまちのにぎ

わいづくり事業」は、信州須坂健康スムージー推進

協議会が主体となって実施している事業です。

　この事業は、須坂市で豊富に栽培されている果物

や野菜などを健康スムージーとして開発。

　果物と野菜の摂取量の増加を図り、市民の健康増

進につなげ、市内飲食店などで提供していただき、

農産物の消費拡大、誘客へとつなげていくことが目

的です。

ハッシュタグでもりあげよう！

　

お
う
ち
で
作
っ
た
り
、

お
店
の
ス
ム
ー
ジ
ー
を
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に「
＃
信
州
須
坂
健
康

ス
ム
ー
ジ
ー
」を
入
れ
て
、
み

　
　

ん
な
で
投
稿
し
よ
う
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、
１
日
に
野
菜
３
５
０
グ
ラ
ム
、
果

物
を
２
０
０
グ
ラ
ム
食
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
若
い
世
帯
を
中
心
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

野菜

18‐29
0

0

歳

50

50

100

100

150

150

200

200

250

300

350
g

30‐49 50‐59 70以上

果物 g

18‐29 歳30‐49 50‐59 70以上

摂取目標■男性 ■女性

「平成28年度県民健康栄養調査から」

ス
ム
ー
ジ
ー
の
お
す
す
め

●
果
物
や
生
野
菜
を
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

●
果
物
・
野
菜
の
栄
養
素
を
ま
る
ご
と
食
べ
ら
れ
る

●
塩
分
な
し
で
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る

●
冷
凍
し
た
果
物
や
野
菜
が
使
え
る

●
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
摂
取
で
き

　

る
の
で
、
朝
食
後
や
運
動
後
に
最
適



2020年９月号・３・

野菜ソムリエ上級プロNAHOさん

（須坂市在住）

　スムージーはおいしく楽しく

手軽に果物や野菜がとれます！

　食材を丸ごとミキサーにかけ

るので食物繊維やビタミン、ポ

リフェノール、話題の酵素など

の栄養を効率的にとることがで

きます。組み合わせは無限大。

　一日のスタート、新鮮な須坂

産の農産物を活用して、朝に飲

むのがおすすめです♪

ミキサーなしで作れる

　　　　　「バナナスムージー」
須坂たっぷりスムージー

【材料】２人分
❤バナナ…１本　　❤カボチャ…30g
❤牛乳（豆乳）…200ml
※カカオパウダーまたはきな粉はお好み
【作り方】
❶バナナは皮をむく。かぼちゃは電子レンジな
　どでやわらかくする。
❷ジッパー付きの袋に❶と牛乳を入れ、ジッパ
　ーをしっかり閉じる。
❸袋の上から、つぶしよくもむ。
❹グラスにうつし、仕上げにココアパウダーを
　ふりかける。

【材料】２人分
❤ケール…40g　　 ❤絹ごし豆腐…20g　
❤りんご…100g　　❤須坂の水…60ml
【作り方】
❶ケールは小さくちぎる。りんごは一口サイズ
　の大きさに切る。
❷材料を全てミキサーに入れ、撹

かく

拌
はん

する。

　

フ
ェ
ス
期
間
中
、
対
象
店
舗
で
ス
ム
ー

ジ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
関
連
商
品
を
購
入
し

た
り
、
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
ス

タ
ン
プ
ゲ
ッ
ト
！

　

市
内
の
対
象
店
舗
を
２
カ
所
巡
っ
て
す

て
き
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

２
個
集
め
る
と
先
着
１
５
０
人
に
「
ス

ム
ー
ジ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
地
元
の

特
産
が
当
た
る
豪
華
Ｗ
チ

ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

信州須坂スムージー

ドレッシング

須坂産の農産物を使い、

塩分不使用、添加物ゼロ

　

健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
が
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
！

　　

３
種
類
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

は
、
野
菜
や
果
物
の
お
い

し
さ
を
ぎ
ゅ
っ
と
つ
め
込
み

ま
し
た
。

ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
レ
シ
ピ

は
こ
ち
ら▼



2020年９月号 ・４・

新たな日常のすゝめ信州版

　患者・感染者・医療機関や福祉施設などで治療などに携わっている方々、交通機関

や物流など市民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対し、人

権侵害が起きないよう、行動してください。

　また、感染拡大している地域に居住する方々や該当地域と行き来されている方々に

対し、不当な差別的扱いや誹
ひ ぼ う

謗中傷を行わないようお願いします。

人権への配慮

「新しい生活様式」の定着を推進するための取り組み

基本的な感染防止策の徹底

　新型コロナウイルス感染症が、飛
ひ ま つ

沫や接触によりウイルスが目・鼻・口から入って

感染することを踏まえ、「信州版『新たな日常のすゝめ』」（身体的距離の確保、人混み

の中でのマスク着用、手洗い、手指の消毒、「３つの密」を避ける）に沿った基本的な

感染防止策を実践しながら「新しい生活様式」を定着させてください。

　発熱や風邪などの症状がある場合には外出しないでください。

新型コロナウイルスは、 から感染します。目・鼻・口

飛沫感染

３つの基本

身体的距離の確保

マスクの着用
（人混み、会話）

手洗い・手指消毒

体温確認

体調確認

行動履歴確認

毎日の健康チェックを欠

かさずに行いましょう。

風邪症状がある時は、外

出を避けましょう。

３密の回避 ３つの確認

接触感染

咳・くしゃみや、２ｍ以内でマスクを

せずに、会話を行うことで生じる飛沫

が目・鼻・口に入ることで感染します。

ウイルスがついた手で

目・鼻・口に触れるこ

とで感染します。

感染を予防するための行動を自ら考え実践しましょう！

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話
密接場所

２ｍ

レ

レ

レ



2020年９月号・５・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
ら
た
す
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別

　

不
安
や
恐
れ
は
「
人
間
の
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
本
能
」を
刺

激
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
わ
る
人
や
対
象
を
日
常
生
活

か
ら
遠
ざ
け
た
り
、
差
別
す
る
な
ど
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
や

社
会
の
つ
な
が
り
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
が
生
ま
れ
る
の
か

●
見
え
な
い
敵
（
ウ
イ
ル
ス
）
へ
の
不
安

●
特
定
の
対
象
を
見
え
る
敵
と
見
な
し
て
嫌
悪
の
対
象
に
す
る

●
嫌
悪
の
対
象
を
偏
見
・
差
別
し
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
つ
か
の

間
の
安
心
感
が
得
ら
れ
る

　

特
定
の
人
・
地
域
・
職
業
に
対
し
て
「
危
険
」「
ば
い
菌
」と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
心
理
に
よ
っ
て
、
差
別
や
偏
見
が
起
こ
り

ま
す
。

　

病
気
が
不
安
を
呼
び
、
不
安
が
差
別
を
生
み
、
差
別
が
さ
ら

な
る
病
気
の
拡
散
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

不
安
や
怖
れ
は
私
た
ち
の
「
気
づ
く
力
」「
聴
く
力
」「
自
分
を

支
え
る
力
」
を
弱
め
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
悪
い
情
報
ば
か
り
に
目
を
向

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

「
気
づ
く
力
」「
聴
く
力
」「
自
分
を
支
え
る
力
」を
高
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
感
染
し
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ね
ぎ
ら
い
と
敬
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３
つ

の
顔
を
知
ろ
う
！
～
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る
た
め
に
～
」
か

ら
引
用

須坂市プレミアム付商品券

　新型コロナウイルス感染症の影響により、市の経済が大幅に疲弊していることから、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図りながら、市民による市域内での消費活動を

促し、地域経済の活性化を図ることを目的に、須坂市内の店舗で利用できるプレミアム付

商品券を発行します。

　９月から商品券取扱店舗の募集を開始しますので、申し込みなどの詳細は須坂商工会議

所にお問い合わせください。

発行総額 　　　　５億４千万円（うちプレミアム分１億８千万円）

発行冊数 　　　　72,000冊（予定冊数）

１冊あたりの価格 　5,000円（額面額は7,500 円うちプレミアム分2,500円）

購入対象者 　　　　須坂市内に居住している方

購入限度 　　　　購入対象者１人に付き最大２冊まで

商品券取扱店舗 　須坂市内店舗

スケジュール 　商品券取扱店舗募集　９月～（準備でき次第、須坂商工会議所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページでお知らせします。）

　　　　　　　　　　商品券購入予約申し込み　10月中旬～下旬

　　　　　　　　　　商品券販売　10月下旬

　　　　　　　　　　商品券使用開始　11 月上旬

　　　　　　　　　　商品券利用終了　令和３年１月31日㈰

購入予約申し込み　

方法 

▼商品券に関すること…須坂商工会議所（☎026‐245‐0031）

▼事業に関すること…商業観光課（☎026‐248‐9005）

広報須坂10月号でお知らせします

問合せ



2020年９月号 ・６・

８月および９月検針分（９月および10月請求分）の水道料の基本料金を全額免除

須坂市出産育児特別給付金

【新型コロナウイルス感染症】
感染または感染疑いのある国民健康保険加入者への傷病手当金

　新型コロナウイルス感染症対策として、全ての給水契約者を対象に負担軽減のため、

８月および９月検針分（９月および10月請求分）の水道料の基本料金を全額免除します。

申請は不要です。

 　なお、下水道使用料および開栓手数料は免除になりません。

水道料金＝基本料金（メータの口径により算出）＋従量料金（２カ月で使用された水量に

　　　　　より算出）＋消費税相当額

【例：口径20㎜で２カ月の使用水量が40㎥の場合】 

【前】　基本料金2,300円＋従量料金4,920円＋消費税722円≒7,940円

 　　　　　　　　　　⇓

【後】　基本料金   ０円＋従量料金4,920円＋消費税492円≒5,410円

問合せ　営業課（☎026‐248‐9012）

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取り組み

の一つとして、国の特別定額給付金の支給対象とならない令和２年４月28日から令和２

年12月31日までにお生まれの子どもの保護者に対して「須坂市出産育児特別給付金」を

支給します。ただし、国の特別定額給付金類似の給付金を他市区町村から支給を受けた

方および４月28日後に転入、転出された方を除きます。

※詳細はお問い合わせください。

支給額　対象児童１人につき５万円

申請方法　７月31日までにお生まれになったお子さん（住民登録済み）の保護者には申請

書を郵送しました。８月１日以降にお子さんがお生まれになる（なった）場合（住民登録）

は、子ども課10番窓口にお越しください。

問合せ　子ども課（☎026‐248‐9026）

　国民健康保険加入者が、新型コロナウイルス感染症に感染または発熱などの症状があ

り感染が疑われ、その療養のために会社などを休み、事業主から給与などの全部または

一部を受けることができない場合に、傷病手当金を支給します。

対　象　須坂市の国民健康保険加入者で給与などの支払いを受けている被用者（青色事

業専従者および白色事業専従者を含む）のうち、新型コロナウイルス感染症に感染また

は発熱などの症状があり感染が疑われる方

※詳細はお問い合わせください。

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う主な給付金・補助金など

※この他の給付金・助成金などは新型コロナウイルス感染症に関する情報を市ホ

ームページに掲載しています。右のＱＲコードからアクセスできます。また、国

や県で行っている給付金・助成金は国（経済産業省など）や県のホームページでも

ご確認ください。



2020年９月号・７・

公
共
交
通

【
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
】

安
心
し
て
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

　

電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
は
通
学
や
通
勤
、

通
院
な
ど
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

各
交
通
事
業
者
は
、
安
全
な
交

通
手
段
を
提
供
す
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
、
乗
務
員
の

マ
ス
ク
着
用
や
窓
開
け
に
よ
る
換

気
、
定
期
的
な
清
掃
・
消
毒
の
他
、

運
転
席
周
辺
へ
の
防
護
シ
ー
ト
の

設
置
、
現
金
を
使
わ
ず
に
支
払
い

の
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

（
乗
務
員
と
の
接
触
を
避
け
る
た

め
）
の
導
入
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
際

は
、
マ
ス
ク
着
用
・
会
話
の
自

粛
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
の
他
、
支
払
い
に
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
Ｋ

く

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
Ｒ
Ｕる

」な
ど
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利

用
し
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

次亜塩素酸水を無償配布を再開

「須高地域の医療を守ろう義援金」の延長 　テクノエクセル株式会社様のご協力で、除菌に効

果的とされる「次亜塩素酸水（中性電解水）」の生成装

置を市役所に設置し、「次亜塩素酸水」の無償配布を

再開しましたので、除菌にご活用ください。

ところ　市役所本庁舎西側駐輪場

配布期間および時間

　当面の間（土・日曜日、祝日を除く）午前９時30分

～11時30分※セルフでお願いします。

対象者　▼須坂市に在住されている方▼須坂市で事

業を営む方

配布数量　　

▼個人１回あた

り500ミリリット

ル

▼事業所の方１

回あたり20リッ

トルまで

※容器を持参し

てください。

　新型コロナウイルス感染症患者の治療や

感染拡大防止活動に従事する須高地域の医

療従事者の皆さんを支援する義援金の受付

期間を延長します。

　皆さまからのご寄付は 2,411,927 円（８

月14日現在）となりました。

　引き続きご支援をよろしくお願いいたし

ます。

受付期限　令和３年３月31日㈬

義援金の受入方法

　指定口座による受け入れのみとなります。

【指定口座】

●八十二銀行須坂市役所出張所　普通預金

　132849

●長野県労働金庫須坂支店　普通預金　　

　4023817

●ゆうちょ銀行　00190‐1‐266085

※口座名義は、須
ス コ ウ チ イ キ ノ

高地域の医
イリョウ

療を
ヲ マ モ ロ ウ ギ

守ろう義

　援
エンキン

金です。

※詳細は市ホームページに掲載しています。

右のＱＲコードからアクセスし

てください。

問合せ  総務課

　　　　（☎026‐248‐9000）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
長
野
県
民
手
帳

　

県
で
は
、
県
民
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
正
確
な
知
識
を
身
に
つ

け
、
毎
日
の
健
康
状
態
や
行

動
な
ど
を
記
録
し
て
感
染
防

止
に
役
立
て
、
万
が
一
の
場

合
に
も
適
切
な
対
応
が
と
れ

る
よ
う
に
作
成
し
ま
し
た
。

８
月
中
に
配
布
し
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



2020年９月号 ・８・

国勢調査への
ご協力をお願いします

予約・問合せ　国勢調査須坂市実施本部（政策推進課）
　　　　　　　☎026‐213‐6131

日
本
に
暮
ら
す
全
て
の
人
が

対
象
で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
が
便
利
で
す

　

10
月
１
日
㈭
現
在
、
日
本
国
内

に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
全
て
の
人

（
外
国
人
含
む
）
お
よ
び
世
帯
が
調

査
対
象
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
ず
、
口
頭
で
世
帯

員
数
な
ど
を
お
伺
い
し
、
調
査
書

類
を
配
布
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
内
容
は
、
世
帯
構
成

や
性
別
、
出
生
年
月
、
就
業
・
教
育
・

居
住
な
ど
、
全
部
で
16
問
（
19
項

目
）
で
す
（
下
段
参
照
）
。

　

今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
が
、
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
に
第
１
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ

て
以
来
１
０
０
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
、

と
て
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が
で
き
ま
す
。

　

配
布
す
る
調
査
書
類
の
中
の「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」

に
よ
り
、
９
月
14
日
㈪
～
10
月
７

日
㈬
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
な

い
方
、
操
作
方
法
に
不
安
の
あ
る

方
な
ど
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ

の
場
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が

で
き
る
「
回
答
ブ
ー
ス
」を
設
置
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
調
査
書
類

の
中
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

利
用
ガ
イ
ド
」を
必
ず
持
参
し
て
、

次
の
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
待

ち
時
間
な
く
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国勢調査の流れ

９月14日㈪～30日㈬基準日　10月１日㈭10月１日㈭～７日㈬

　調査員が皆さんのお
宅を訪問し、調査書類
を配布します。
（あわせて、世帯員数
などをお伺いします）

インターネット回答の
場合
　調査書類が届いたら、
回答サイトにアクセス
し、回答してください。
紙の調査票の場合
　調査票は鉛筆または
黒のシャープペンシル
で記入してください。

インターネット回答の
場合
　10月７日㈬までに回
答してください。調査
票は提出不要です。
紙の調査票の場合
　10月７日㈬までに専
用封筒で郵送提出また
は、調査員へ提出して
ください。

　提出いただいた調査
票は、市で記入漏れな
どの確認をします。
　内容確認のため、市
から連絡する場合があ
ります。

世帯に関する事項

●世帯員の数●住宅の種類

世帯員に関する事項

●氏名および男女の別●出生の年月●世帯主との続柄●配偶の関係●国籍●現在の住宅における居住期間

●５年前の居住の所在地●在学、卒業など教育の状況●就業状態●所属の事業所の名称および事業の種類

●仕事の種類（職業）●従業上の地位●従業地または通学地●従業地または通学地までの利用交通手段

国勢調査

調査は全部で16問（19項目）

10月１日㈭
午前９時～11時30分

豊丘地域公民館

豊洲地域公民館

仁礼コミュニティ
センター

市役所303会議室
（本庁舎３階）

10月２日㈮
午前９時～11時30分

10月７日㈬
午前９時～11時30分
午後１時～３時

９月17日㈭～10月７日㈬
平日午前９時～午後５時
(期間中は常設)

とき ところ

調査書類の配布調査票の記入調査票の提出調査書類の確認



2020年９月号・９・

国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

Ｑ

住
民
登
録
が
あ
る
の
に
国
勢

調
査
を
や
る
の
は
な
ぜ
？

ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
？

Ａ
　

国
勢
調
査
は
住
民
登
録
に

関
係
な
く
、
実
際
に
生
活
し

て
い
る
場
所
で
調
査
し
ま
す
。
単

身
赴
任
の
方
、
親
元
を
離
れ
て
生

活
し
て
い
る
学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
住
民
登
録
と
異
な
る

住
所
で
生
活
し
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
住
民
登
録
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
人
口
や
世
帯
の
現
状
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
に
国
勢
調
査
は

実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

Ａ
　

調
査
に
携
わ
る
人
に
は
法

律
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
さ

れ
、
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
を
他

人
に
漏
ら
す
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
は

厳
重
に
管
理
さ
れ
、
集
計
後
は
全

て
溶
解
処
分
し
ま
す
。
個
人
情
報

が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Ｑ

国
勢
調
査
の
結
果
は
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
の
？

Ａ

Ａ

　

地
方
交
付
税
を
公
平
に
配

分
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
や
、

　

｢

統
計
法｣

に
よ
っ
て
日
本

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
に

福
祉
施
策
、
雇
用
政
策
、
食
糧
需

給
計
画
、
防
災
施
策
、
都
市
整
備

計
画
な
ど
各
種
行
政
施
策
の
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
術
、
教
育
、
企
業
な

ど
行
政
以
外
の
分
野
で
も
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
装
い
調

査
票
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
た
り
、

回
収
費
用
と
称
し
て
金
銭
を
要
求

す
る｢

か
た
り
調
査｣

が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
員
が
電
話
で
調
査
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
市
か
ら

内
容
確
認
の
電
話
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

▼
調
査
に
関
し
て
金
銭
を
要
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
銀
行
口
座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
お
聞
き
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
調
査
員
は
写
真
付
き
の
「
調
査

員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
訪

問
や
調
査
票
提
出
時
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

国
勢
調
査
か
ら
わ
か
る

須
坂
市
の
人
口
推
移

国
勢
調
査
を
装
っ
た
詐
欺
や

不
審
な
調
査
に
ご
注
意
を

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
を
考
慮
し
、
調
査

員
の
訪
問
時
は
必
ず
し
も
対
面
で

は
な
く
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で
の

会
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
調
査
票
の
提
出
は
、
接

触
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
、
ま
た
は
配

布
す
る
専
用
封
筒
で
郵
送
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■須坂市の人口と世帯数の推移

27,521 27,376
27,78727,602

６万人

人口 世帯数

２万

３万人

１万２千

２万人

８千

１万人

０ ０

４千

４万人

１万６千
５万人

26,702

Ｓ60年Ｓ45年 Ｓ50年 Ｓ55年 Ｈ２年 Ｈ７年 Ｈ12年 Ｈ17年 Ｈ22年 Ｈ27年

27,528
27,059

25,572

23,797

25,935

14,096
14,648

15,346

16,336 17,323 17,863

18,106 18,447

12,836
11,144

45,782

52,543 53,611 53,662 53,842 54,207
53,668

52,168 50,725

世帯数■男性 ■女性

49,513

回
答
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
勢
調
査
の
結
果
は
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
資
料
と
な
る
た
め
、

調
査
が
正
確
で
な
い
と
現
状
に

合
っ
た
施
策
と
な
り
ま
せ
ん
。
正

確
な
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
回
答
が
不
可
欠
で
す
。

　

国
勢
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

須
坂
市
の
人
口
（
左
グ
ラ
フ
参

照
）
は
、
昭
和
55
年
に
５
万
人
を

超
え
、
平
成
12
年
が
最
も
多
く
、

以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

人
口
の
男
女
比
は
女
性
が
約
１
割

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
数
は
人
口
と
と
も

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
が

減
少
し
始
め
た
平
成
17
年
以
降
も

増
加
し
て
お
り
、
核
家
族
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

21,985
23,941

25,484
26,083 26,141 26,240 26,420 26,292

25,466
24,790

「
令
和
２
年
国
勢
調
査
　
須
坂
市

実
施
本
部
」

　

調
査
の
円
滑
な
推
進
と
事
務
の

万
全
を
期
す
た
め
設
置
し
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

設
置
期
間　

10
月
30
日
㈮
ま
で

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分



2020年９月号 ・10・

問合せ　地域包括支援センター（☎026‐245‐4566）

９月は世界アルツハイマー月間
９月21日は世界アルツハイマーデー

認知症認知症

認
知
症
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
は
オ
レ
ン
ジ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

と
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月

間
と
は

　

認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
、
何
も
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
に
な
っ
た
方
自
身

が
、
不
安
な
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
手

助
け
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
地
域

で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
適
切
な

関
わ
り
で
本
人
の
不
安
感
が
減

り
、
周
囲
の
人
が
困
っ
た
と
感
じ

る
行
動
も
減
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り

　

１
９
９
４
年
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）と
共
同
で
、
毎
年
９

月
21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
」
と
制
定
し
、
こ
の
日

を
中
心
に
認
知
症
の
啓け

い
も
う蒙

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
は
「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
各
地
で
も
、
９
月
に
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
呼
び
か
け
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
な
ぜ
９
月
21
日
な
の
？
】

　

１
９
９
４
年
９
月
21
日
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
第

10
回
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協

会
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
初
日
を
「
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
宣
言
し
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
に
関
す

る
認
識
を
高
め
、
世
界
の
患
者
と

家
族
に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

　

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
う
る
病

気
で
す
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

に
は
、
認
知
症
高
齢
者
が
全
国
で

７
０
０
万
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
認
知
症
施
策
推
進
大

綱
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
希

望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ

る
社
会
を
目
指
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
視
点
を
重
視
し
な

が
ら
「
共
生
」と
「
予
防
」を
車
の
両

輪
と
し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。こ
の
「
予
防
」は
、

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、「
認
知
症
に
な
る

の
を
遅
ら
せ
る
」「
認
知
症
に
な
っ

て
も
進
行
を
穏
や
か
に
す
る
」
と

い
う
意
味
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
】

　

認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
と
し
て
、

高
血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
の
方
は
、
血
圧
や
血
糖
値

の
管
理
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
禁
煙
す
る
こ
と
や
継
続

し
た
運
動
は
健
康
管
理
の
上
で
も

重
要
で
す
が
、
認
知
機
能
低
下
と

認
知
症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め

に
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　

血
圧
や
血
糖
値
、
血
中
脂
質
の

状
態
を
知
る
た
め
に
も
、
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
は
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
毎
年
健

診
を
受
け
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

証
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
で
す
（
左

の
写
真
）
。

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
進
め
る
「
認
知
症

総
合
戦
略
」は
通
称
「
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
オ
レ
ン

ジ
は
、
「
手
助
け
し
ま
す
」と
い
う

意
味
と
言
わ
れ
、
認
知
症
支
援
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
元
気
な
う
ち
か
ら
地

域
で
の
つ
な
が
り
や
交
流
の
場
に

参
加
し
、
役
割
を
持
っ
て
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。



2020年９月号・11・

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

に
お
け
る
市
内
の
活
動

認
知
症
の
人
と
家
族
の
た
め
の
集
い
の
場

ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
温
か
い

目
で
見
守
る
応
援
者
で
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け

た
方
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と

し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
友
人

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
少
人
数
で
も
開

催
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
や
関
係
者
な
ど
、
日
ご
ろ
の

思
い
を
自
由
に
話
せ
る
場
で
す
。

　

９
月
以
降
も
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
「
ま
ゆ
の
会
」と
協
力
し

て
、
毎
月
第
２
金
曜
日
に
開
催
予

定
で
す
。

と　

き　

９
月
11
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２

０
３
教
室

　
●
認
知
症
を
考
え
る
市
民
講
座

　

映
画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
を
上
映

し
ま
す
。
認
知
症
の
患
者
を
抱
え

た
家
族
の
日
々
を
娘
で
あ
る
「
私
」

の
視
点
で
と
ら
え
た
映
画
で
す
。

と　

き　

９
月
12
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
45
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー

ル定　

員　

１
３
０
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐

２
４
５
‐
４
５
６
６
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
も
の
忘
れ
相
談
日

　

認
知
症
に
関
す
る
不
安
や
困
り

ご
と
な
ど
、
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
23
日
㈬
午
前
８
時

30
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
９
月
以
降
も
毎
月
第
４
水
曜
日

を
も
の
忘
れ
相
談
日
と
し
て
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
ま
ゆ
の
会
」

　

定
例
会
で
は
、
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
情
報
を

交
換
し
た
り
、
日
々
の
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
介
護
職
員
な
ど
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、

お
互
い
の
経
験
を
自
由
に
話
し
て
相
談
し
合
え
る
場
で
す
。

●
認
知
症
カ
フ
ェ
ま
ゆ

　

認
知
症
の
方
を
第
一
に
考
え
て
楽
し
む
・
相
談
で
き
る
・
学
び

合
え
る
集
い
の
場
で
す
。

開
店
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

須
坂
市
臥
竜
６
丁
目
15
番
８
号
（
南
原
町
）

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
「
ま
ゆ
の
会
」
、
認
知
症
カ
フ

ェ
と
も
に
和
久
井
（
☎
０
９
０
‐
１
８
２
８
‐
０
５
１
８
）

　私は「ロバ隊長」と呼ばれ、認知症サ

ポーターキャラバンのマスコットです。

認知症サポーターの「キャラバン」（隊

商）の隊長として、「認知症になって

も安心して暮らせる町づくり」へ道の

りの先頭を歩いています。ロバのよう

に急がず、しかし一歩一歩着実にキャ

ラバンも進んでいきます。

（認知症サポーターキャラバンの手引

きから引用）

●
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

子
ど
も
た
ち
が
「
須
坂
の
ま
ち

を
明
る
く
し
た
い
」
と
い
う
願
い

で
作
り
、
市
街
地
に
飾
ら
れ
て
い

る
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
認
知
症
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
オ
レ

ン
ジ
に
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
さ
せ
、
オ

レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。

期　

間　

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
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問合せ　地域医療福祉ネットワーク推進室（☎026‐248‐9101）

～「もしものとき」のために
　　人生会議を開きましょう～

結婚支援　

　

「
自
分
が
希
望
す
る
医
療
や
ケ

ア
を
受
け
る
た
め
に
、
あ
な
た
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
」と
、
聞

か
れ
た
際
、
誰
で
も
元
気
な
時
に

自
分
の
最
期
を
考
え
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
突
然
の

事
故
や
病
気
な
ど
で
最
期
が
近
づ

い
た
時
、
約
70
％
の
方
が
医
療
や

ケ
ア
を
自
分
で
決
め
た
り
、
希
望

を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
「
も
し
も
の
と

き
」
の
た
め
に
、
自
分
が
希
望
す

る
医
療
や
ケ
ア
に
関
し
て
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ

と
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
医
療
や

ケ
ア
を
望
む
の
か
を
前
も
っ
て
考

え
、
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
た
ち

と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す

人生会議と夏の感染症

夏
の
感
染
症
に
注
意
し
ま
し

ょ
う

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

人
生
会
議
は
、
家
族
や
ご
自
分

の
大
切
な
方
、
医
療
・
介
護
の
関

係
者
な
ど
と
「
も
し
も
の
と
き
の

た
め
に
、
あ
な
た
が
望
む
医
療
や

ケ
ア
を
、
元
気
な
時
か
ら
前
も
っ

て
考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
共

有
す
る
取
り
組
み
」
で
、
「
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
」
の
愛
称
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
推
進
協
議

会
で
は
、
皆
さ
ん
が
元
気
な
時
か

ら
自
分
が
ど
ん
な
最
期
を
望
む
の

か
を
考
え
、
家
族
と
も
話
し
合
い
、

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療

や
ケ
ア
の
意
思
表
明
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
、「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
生
会
議
の
き
っ
か
け
に
、「
リ

ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」や「
も
し
バ
ナ
ゲ

ー
ム
」を
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」は
須
高

地
域
の
医
療
機
関
・
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」は
地
域
医

療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
の
主
催
で
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
須
高
地
域
医
療
福
祉

を
考
え
る
集
い
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
は

中
止
し
ま
す
。

中
止
の
お
知
ら
せ

　

夏
は
、
「
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、

手
足
口
病
、
咽
頭
結
膜
熱
」
な
ど

の
感
染
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
の
三
大
夏
か

ぜ
と
言
わ
れ
、
特
に
子
ど
も
は
、

高
熱
や
の
ど
の
痛
み
が
出
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

予
防
に
は
、
せ
っ
け
ん
な
ど
を

使
っ
て
流
水
で
手
を
洗
う
こ
と
が

有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
オ

ル
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
も
共
有
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
特

に
多
く
発
生
す
る
感
染
性
胃
腸
炎

（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
含
む
）が
、
県
内

で
は
５
月
下
旬
か
ら
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
が
か
か
り
や

す
く
感
染
力
が
強
い
疾
患
で
す
の

で
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
オ

ム
ツ
の
適
切
な
処
理
や
手
洗
い
の

徹
底
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
受
診
前
に
必
ず
医
療
機
関

に
連
絡
し
、
学
校
や
保
育
園
な
ど

で
ど
ん
な
感
染
症
が
流
行
っ
て
い

る
の
か
、
発
疹
が
あ
る
か
な
ど
症

状
を
詳
し
く
伝
え
て
、
指
示
を
受

け
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

須
高
地
域
の
園
・
学
校
に
お
け

る
感
染
症
に
よ
る
欠
席
者
情
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

▲もしバナ
ゲーム

▲リビング・
ウィル
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健　康

自分のこころや体の声に
耳を傾けてみませんか

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）
９月10日～16日は自殺予防週間です

相
談
し
ま
し
ょ
う

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
き

あ
い
方

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
な
ど
に

よ
り
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

誰
も
が
あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス

は
抱
え
て
い
る
も
の
で
す
が
、
強

い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る
こ
と

で
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

左
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
参
考

に
、
こ
こ
ろ
や
体
の
声
に
耳
を
傾

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

あ
て
は
ま
る
項
目
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　

疲
れ
る
と
い
つ
も
歯
が
痛
く
な

る
な
ど
、
そ
の
人
特
有
の
サ
イ
ン

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
病
気
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
が
出

た
状
態
で
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
過
ご
し
て
い
る
と
、
こ
こ
ろ
も

体
も
さ
ら
に
調
子
を
崩
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
あ
っ
て
も
、

体
調
の
不
調
が
中
心
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
病
院
に
行
っ
て
も
原
因

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
ス
ト
レ

ス
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

つ
ら
い
状
態
が
長
く
続
く
と
き

は
、
こ
こ
ろ
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て

い
る
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
出
る
か
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
気

づ
く
こ
と
で
、
早
め
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
や
体
の
基
礎
を
つ
く
る

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

質
の
よ
い
睡
眠
、
適
度
な
運
動
な

ど
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
整
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
腹
式
呼
吸
す
る

　

ぼ
ん
や
り
と
窓
の
外
を
眺
め
る

　

ゆ
っ
た
り
お
風
呂
に
入
る

　

軽
く
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る

　

好
き
な
音
楽
を
聴
く　

な
ど

気
軽
に
で
き
る
こ
と
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

物
事
の
考
え
方
や
見
方
を
少
し

変
え
て
み
る
だ
け
で
こ
こ
ろ
が
楽

　

話
を
聴
い
て
も
ら
う
だ
け
で
気

持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
り
、

こ
こ
ろ
の
不
安
定
な
状
態
が
数
週

間
も
消
え
な
い
な
ど
続
く
と
き
は

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
保
健
師
に

よ
る
相
談　

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３

○
悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　

（
相
談
・
通
話
無
料
）

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

こころと体のストレスのサイン

～セルフチェック～

こころのサイン　　　　　　　

□気持ちが落ち込む　　

□やる気がなくなる

□不安や緊張が高まる

□イライラしたり怒りっぽくなる

□ちょっとしたことで驚く

□急に泣き出したりする

□人づきあいが面倒になり避けるようになる

からだのサイン

□肩こりや頭痛、腹痛、腰痛などの痛みがで

　てくる

□寝つきが悪くなったり、夜中や朝方に目が

　さめる

□食欲がなくなる、逆に食べ過ぎてしまう

□下痢をしたり便秘をしやすくなる

□めまいや耳鳴りがする　　　　　　　など

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
お
酒
を
飲
ん
で
つ
ら

さ
を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、

睡
眠
の
質
を
低
下
さ
せ
、
う
つ
病

な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
引
き
寄

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

・・・・・



2020年９月号 ・14・

 

問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

第六次須坂市総合計画・前期基本計画の素案
ができました

～皆さんの声をお寄せください～

結婚支援　意見募集

総
合
計
画
策
定
の
基
本
的
視
点

意
見
を
求
め
る
対
象

閲
覧
場
所
、
意
見
の
提
出
方

法
な
ど

【
意
見
書
の
提
出
方
法
】

総
合
計
画
策
定
の
背
景

　

須
坂
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
第
六
次
須
坂
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
き
に
基
づ
き
、
素
案
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望

に
基
づ
い
て
須
坂
市
が
目
指
す
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
行
政
経
営
を
行
っ

て
い
く
か
を
示
す
最
上
位
の
計
画

で
す
。

　

複
雑
で
多
様
化
す
る
地
域
課
題

▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
▼
市

内
に
勤
務
す
る
方
▼
市
内
に
在
学

す
る
方
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
方

【
閲
覧
場
所
】

▼
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
庁

舎
２
階
政
策
推
進
課
内
）▼
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
公
民

館
▼
図
書
館
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書
に
住

所
・
氏
名
・
意
見
を
記
入
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
意
見
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

▼
持
参
…
政
策
推
進
課
へ
（
市
役

所
本
庁
舎
２
階
）

▼
郵
送
…
〒
３
８
２
‐
８
５
１
１

　

須
坂
市
役
所
政
策
推
進
課
あ
て

　

（
住
所
不
要
）

▼
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
…
０
２
６
‐
２
４

６
‐
０
７
５
０ 

政
策
推
進
課
あ
て

▼
電
子
メ
ー
ル
…s

e
i
s
a
k
u
s
u
i
s

h
i
n
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p

▼
電
子
申
請
（
な
が

の
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
）

【
提
出
期
間
】

　

９
月
10
日
㈭
～
30
日
㈬

【
意
見
に
対
す
る
回
答
】

　

い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
市

の
回
答
や
考
え
方
は
、
計
画
の
閲

覧
場
所
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。
個
別
に
回
答
は

し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【計画（案）の概要】

第六次須坂市総合計画基本構想（2021-30）

前期基本計画（2021-25）

須坂みらいチャレンジ2030（愛称）

基本目標①　

多様性を認め合い、誰もが活躍できるまち（人

権・共生・全員活躍）

基本目標②　

みんなで支え合い健やかに暮らせるまち（健康・

社会福祉）

基本目標③　

子どもの個性と力がのびのび育つ教育のまち

（子育て・教育）

基本目標④　

一人ひとりが学び、高め合うまち（文化・スポー

ツ・生涯学習）

基本目標⑤　

安全・安心で快適な生活と美しい自然環境がと

もにあるまち（安全・安心・環境・生活基盤）

基本目標⑥

活力と賑
にぎ

わいのある自立したまち（産業・雇用）

基本目標⑦

市民とともにつくる持続可能なまち（行財政・

共創・移住定住・結婚支援）

　

前
回
の
計
画
策
定
か
ら
10
年
が

経
過
し
、
当
市
を
取
り
巻
く
状
況

は
さ
ら
に
大
き
く
変
化
し
続
け
て

い
ま
す
。
本
格
的
な
少
子
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
な
か
、
次
の
10
年

は
人
口
減
少
を
最
小
限
に
抑
え
、

ま
ち
を
維
持
す
る
か
が
重
要
な
課

題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
気
候
変
動
に
よ

る
大
災
害
な
ど
、
新
た
な
脅
威
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
計
画
づ
く

り
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＜将来像＞　

「豊かさ」と「しあわせ」を感じる共創のまち 須坂

に
対
応
す
る
に
は
、
行
政
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

計
画
に
は
、
市
民
、
企
業
、
活
動

団
体
、
行
政
の
４
者
が
取
り
組
む

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
的
視

点
に
掲
げ
て
お
り
、
多
く
の
市
民

や
企
業
、
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

マイナポイント

マイナンバーカードで買い物に使える
「マイナポイント」をもらおう！

問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

市
役
所
で
も
予
約
・
申
込
み

の
支
援
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す

申
請
方
法

【
交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
る
方
】 ▲マイナンバーカード

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請

①
ス
マ
ホ
で
顔
写
真
を
撮
影

②
ス
マ
ホ
で
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
申
請
用
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
請

●
パ
ソ
コ
ン
で
申
請

①
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影

②
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

申
請
」
で

検
索
）
か
ら
申
請

●
証
明
用
写
真
機
で
申
請

　

撮
影
用
の
料
金
を
投
入
し
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
か
ざ
し
て
申
請

※
対
応
し
て
い
な
い
機
種
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
な
い
方
】

　

市
民
課
で
交
付
申
請
書
を
発
行

で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
（
写
真
撮
影
含
む
）

も
無
料
で
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

市
民
課
の
受
付
時
間

▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

５
時
15
分

▼
毎
週
木
曜
日
の
午
後
５
時
15
分

　

～
６
時
30
分

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
点

★
身
分
証
明
書
に
な
る

★
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

（
令
和
３
年
３
月
ま
で
）

★
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る

（
令
和
３
年
３
月
か
ら
実
施
予
定
）

★
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申

　

告
が
で
き
る

▲交付申請書

～
申
請
後
、
カ
ー
ド
の
交
付
ま
で
約
１
カ
月
か
か
り
ま
す
～

2020年９月号・15・

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

ポ
イ
ン
ト
取
得
の
イ
メ
ー
ジ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申

込
み
を
行
い
、
選
択
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ

ー
ジ
や
買
い
物
す
る
こ
と
で
、
国

か
ら
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ

と
で
す
。

※
国
が
買
い
物
履
歴
を
収
集
・
保

有
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
予
約
・
申
込
み
を
す
る　

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の
パ
ス

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
（
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
が
必
要
）

ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
対
応

不
可
の
機
種
あ
り
）で
、
▼
「
予
約

ペ
ー
ジ
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
す
る
。
▼
「
申

込
み
ペ
ー
ジ
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

利
用
す
る
民
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
を
１
つ
選
択
す
る
。

【
種
類
】　

▼
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
電
子

マ
ネ
ー
）
▼
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
▼

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

②
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す

る　

選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た

は
買
い
物
を
す
る
。（
期
間
は
９
月

１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
）

③
ポ
イ
ン
ト
の
付
与　

選
択
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
25
％
（
最
大

２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
で
５
千
円
）

が
国
か
ら
付
与
さ
れ
る
。

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
木
曜
日
は
午

後
６
時
30
分
）

と
こ
ろ　

政
策
推
進
課
（
本
庁
舎

２
階
）

※
申
込
み
は
、
窓
口
で
対
応
で
き

な
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
選
択
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
を
ご
確

認
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
選
択
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
対
応
機
種
な
ど
詳
細
は
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
検
索
）
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

▼
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
か
た

っ
た
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
、
手

紙
、
訪
問
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
者
数

が
国
の
予
算
上
限
に
達
し
た
場
合

は
、
予
約
を
締
め
切
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。　



2020年９月号 ・16・

みてみて すざかしどうぶつえん⑤
ヒツジ ポニー ニホンザルフンボルトペンギン

動
物
た
ち
の
暮
ら
し
を
快
適
に

　

地
方
に
あ
る
多
く
の
動
物
園
は

限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
、
動
物
を

飼
育
展
示
し
て
い
る
た
め
、
檻お

り

式

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
動
物
園
も
檻
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
檻
を
挟
ん
で
動

物
た
ち
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、「
金
網
や
鉄
格

子
が
邪
魔
で
写
真
が
撮
り
づ
ら
い
」

「
狭
い
所
で
か
わ
い
そ
う
」と
い
っ

た
声
も
あ
り
ま
す
が
、
遊
び
道
具

や
構
造
物
で
少
し
で
も
生
息
地
の

環
境
や
動
物
本
来
の
行
動
を
行
え

る
よ
う
に
、
動
物
た
ち
の
特
性
を

生
か
し
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境

を
作
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

他
の
動
物
園
へ
視
察
に
行
く
時

は
、獣
舎
の
構
造
や
遊
具
を
見
て
、

須
坂
市
動
物
園
で
も
設
置
が
可
能

か
、
工
夫
や
改
善
点
な
ど
を
見
た

り
聞
い
た
り
、
調
べ
た
り
し
て
日

々
研
究
し
、
須
坂
流
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
使
わ
れ
て
い
た
耐
用

年
数
の
過
ぎ
た
ホ
ー
ス
は
結
構
有

効
に
使
え
る
ん
で
す
よ
。

　

「
動
物
た
ち
が
幸
せ
に
、
野
生

に
近
い
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
」

と
思
い
な
が
ら
遊
具
や
構
造
物
の

構
想
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
身
近
な
生
き
物
展　

期　

間　

９
月
１
日
㈫
～
27
日
㈰

■
ご
長
寿
動
物
を
お
祝
い
し
よ
う

期　

間　

９
月
19
日
㈯
～
22
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
は
全
て
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

臥
竜
公
園
エ
リ
ア
の
官
民
連
携
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
活
性
化
事
業
の
導
入
に
向
け
て

▲プレーリードックのお住まい

▲ツキノワグマの獣舎でホース
　を有効活用

　

臥
竜
公
園
は
市
民
に
愛
さ
れ
、

市
内
最
大
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
お
よ

び
観
光
資
源
で
す
。
し
か
し
、
臥

竜
公
園
の
利
用
者
数
は
、
人
口
減

少
に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

公
園
内
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
改

修
費
な
ど
の
問
題
に
も
直
面
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
臥
竜
公
園
の

魅
力
を
さ
ら
に
向
上
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
臥
竜
公
園
の

魅
力
を
向
上
す
る
に
は
、
従
来
の

手
法
で
は
な
く
、
官
民
連
携
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
な
い
か
、

２
０
２
２
年
度
完
成
予
定
の
須
坂

長
野
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
の
観
光
集

客
施
設
や
、
中
心
市
街
地
と
の
連

携
を
図
れ
な
い
か
模
索
し
、
２
０

１
９
年
度
に
国
土
交
通
省
の
先
導

的
官
民
連
携
支
援
事
業
を
活
用
し

て
、「
須
坂
市
臥
竜
公
園
エ
リ
ア
の

官
民
連
携
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
活
性
化
事
業
」
の
導
入
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

臥
竜
公
園
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、「
利
用
料
金
制
の
指
定
管

理
者
制
度
の
事
業
方
式
」
と
、「
臥

竜
公
園
の
魅
力
価
値
向
上
を
図
る

た
め
の
事
業
方
式
（
Ⅾ
Ｂ
Ｏ
方
式

ま
た
は
Ｐ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
）
」
の
併

用
方
式
に
よ
り
、
管
理
運
営
を
民

間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
調
査
結
果
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
関
係
者
と
の
協
議

な
ど
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

す
ざ
か
Ｚ
Ｏ
Ｏ
お
う
え
ん
し
隊

　

動
物
た
ち
の
幸
せ
な
暮
ら
し

を
つ
く
る
た
め
、
寄
附
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄

附
金
は
獣
舎
の
修
繕
や
動
物
の

購
入
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
獣
舎
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
」
は
随
時
募
集
中
で
す
。

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所
（
動
物

園
）
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）



2020年９月号・17・

救　急

９月９日は「救急の日」

問合せ　須坂市消防署（☎026‐245‐0119）

９月６日㈰～12日㈯は救急医療週間です

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

目
の
前
で
倒
れ
た
人
を

あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
で

　

突
然
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
大

切
な
人
が
倒
れ
た
ら
…
そ
の
時
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

救
急
車
が
到
着
ま
で
の
数
分
間

が
「
命
」
に
関
わ
る
大
切
な
時
間
で

す
。

　

迅
速
な
１
１
９
番
通
報
や
胸
骨

圧
迫
な
ど
の
救
命
処
置
を
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

心
肺
蘇
生
法（
成
人
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
時
の
心
肺
蘇
生
法

【
反
応
、
呼
吸
の
確
認
】

　

倒
れ
て
い
る
人
の
顔
に
、
自
分

の
顔
を
近
づ
け
す
ぎ
な
い
。

【
胸
骨
圧
迫
】

　

タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
、

倒
れ
て
い
る
人
の
鼻
と
口
に
か
ぶ

せ
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
空
気
の
飛

散
を
防
ぐ
。

※
マ
ス
ク
や
衣
類
で
も
代
用
で
き

ま
す
。

【
人
工
呼
吸
】

　

成
人
に
対
し
て
人
工
呼
吸
は
行

わ
な
い
。

　

小
児
に
対
し
て
人
工
呼
吸
の
技

術
が
あ
り
、
人
工
呼
吸
を
行
う
意

思
が
あ
れ
ば
行
う
（
人
工
呼
吸
用

の
感
染
防
護
具
が
あ
れ
ば
使
用
す

る
）
。

全国版救急受信アプリ

「Ｑ
きゅーすけ

助」

　症状の緊急度を素早く

判定！救急車を呼ぶ目安

に！ＱＲコ

―ドから総

務省消防庁

「Ｑ助」案内

サイトへ。

　

次
の
手
順
で
心
肺
蘇
生
法
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

❶
安
全
の
確
認

　

倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
近

づ
く
。

❷
反
応
の
確
認

❸
１
１
９
番
通
報
と
協
力
者
を
依

頼❹
呼
吸
の
確
認

❺
胸
骨
圧
迫

　

胸
の
真
ん
中
に
あ
る
胸
骨
を
、

両
手
で
一
分
間
に
、
１
０
０
～
１

２
０
回
の
テ
ン
ポ
で
、
約
５
㎝
沈

む
よ
う
に
、
絶
え
間
な
く
圧
迫
す

る
。

❻
人
工
呼
吸

❼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
、
音
声

に
従
う
。

❽
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
法
の
継
続

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
情
報

問
合
せ　

須
坂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

多
重
債
務
と
は

　

複
数
の
業
者
か
ら
借
り
入
れ
を

し
、
返
済
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
原
因
に
よ
り
、
多

重
債
務
に
陥
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
思
い
も
よ
ら
ず
失
業
し
、
生
活

費
や
ロ
ー
ン
返
済
の
た
め
に
借
り

入
れ
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
。
▼
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
返
済
能
力
を

超
え
る
買
い
物
を
し
て
し
ま
っ
た
。

▼
知
人
の
借
金
の
保
証
人
に
な
り
、

そ
の
借
金
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
法
律
問
題
（
労
働
問
題
、
事

業
、
ロ
ー
ン
債
務
な
ど
）で
お
悩
み
の

方
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
２
１
０
４

（
相
談
料
無
料
。
電
話
代
は
有
料
）

時
間 

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
長
野
県
弁
護
士
会 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
ダ
イ
ヤ
ル
】

多
重
債
務
の
原
因

多
重
債
務
を
避
け
る
た
め
に

　

自
分
の
収
入
の
範
囲
で
の
生
活

を
心
が
け
、
む
や
み
に
借
金
を
し

な
い
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

次
の
点
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
借
金
の
た
め
の
借
金
」は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
▼
返
済
の
金
利

や
利
子
、
返
済
額
や
支
払
日
を
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
▼
買
い
た
い
も

の
は
、
お
金
を
た
め
て
か
ら
買
い
ま

し
ょ
う
。
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

も
後
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
借
金
で
す
。
計
画
的
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
▼
知
人
な
ど
か
ら
頼

ま
れ
て
も
、
安
易
に
借
金
の
保
証
人

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

須
坂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
専
門
機
関
へ
お

つ
な
ぎ
す
る
な
ど
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。



須坂市文書館

新しい文
もんじょ

書展示を紹介します

問合せ　須坂市文書館（☎026‐285‐9041）
　　　　須坂市大字須坂812番地２（旧上高井郡役所内）

　

古
文
書
な
ど
の
整
理
に
伴
う「
須

坂
市
域
の
史
料
目
録
」
は
、
86
点

を
数
え
、
現
在
87
番
目
を
整
理
し

て
い
ま
す
。

　

「
須
坂
市
域
の
史
料
目
録
」
の
文

書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
目
録
完
成

後
、
そ
の
一
部
を
展
示
紹
介
し
て

お
り
、
「
坂
田
近ち

か

え

も

ん

右
衛
門
家
文
書

目
録
」
の
再
編
集
に
あ
わ
せ
８
月

か
ら
同
家
文
書
を
市
民
交
流
室
２

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
紹
介
し
た
文
書
に

つ
い
て
は
、「
も
ん
じ
ょ
紹
介
」
を

発
行
し
、
№
22
ま
で
を
皆
さ
ん
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

文
書
・
展
示
紹
介
　

　

坂
田
近
右
衛
門
は
幕
末
期
の
下

級
藩
士
で
、
「
買
物
方
」「
作
事
方
」

「
勘
定
元
方
」な
ど
を
勤
め
、
藩
士

ら
の
俸ほ

う
ろ
く禄

や
藩
金
の
出
納
、
江
戸

藩
邸
で
の
生
活
物
資
の
購
入
支
払

い
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
幕
末

期
の
藩
主
・
藩
士
ら
の
生
活
実
態

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
料
群
で
す
。

　

展
示
は
そ
の
内
容
に
よ
り
、
６

項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）
。
そ
の
中
か
ら
、
「
２　

藩
主

の
隠
居
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

「
文
化
九
申
年
十
月
改
之　

御

隠
居
様
御
入
用
大
積
」
（
写
真
２
）

「
坂
田
近
右
衛
門
家
文
書
」紹
介

は
、
９
代
藩
主
直な

お
て
る皓

の
隠
居
に
か

か
わ
る
見
積
で
す
。
直
皓
は
翌
文

化
10
年
５
月
に
隠
居
し
、
男
子
直な

お

興お
き

に
藩
主
を
譲
っ
て
い
ま
す
。
駿す

ん

府ぷ

か

ば

ん

加
番
、
呉
服
橋
御
門
番
、
大
番

頭
、
二
条
城
在
番
、
奏
者
番
な
ど

の
幕
府
の
要
職
を
勤
め
る
こ
と
で
、

出
費
も
大
き
く
藩
財
政
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫

を

招
い
て
い
ま
す
。
隠
居
所
は
亀
戸

猿
江
の
下
屋
敷
で
す
。

　

隠
居
料
は
１
０
０
０
石
、
籾も

み

に

す
る
と
約
１
２
４
５
俵
、
約
２
６

４
両
３
分
と
あ
り
ま
す
。
隠
居
小

遣
い
は
月
に
２
両
と
あ
り
ま
す
。

仕
え
る
者
は
士
分
５
人
・
足
軽
中

ち
ゅ
う

間げ
ん

23
人
と
あ
り
、
計
約
１
４
４
両

１
分
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
奥
向
き
と
し
て
、
女
中
な
ど

８
人
分
で
約
12
両
３
分
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
奥
方
も
帯
同
す
る

よ
う
で
す
。
足
軽
中
間
や
女
中
の

多
く
は
、
在
所
の
須
坂
か
ら
の
差

出
し
と
な
り
ま
す
。
馬
も
１
疋ぴ

き（
月

に
２
両
）
飼
う
予
定
で
す
。
総
合

計
は
、
約
５
４
２
両
に
な
り
ま
す
。

　

続
い
て
「
天
保
十
五
庚
辰
年
十

月
調
之　

直
格
公
御
隠
居
様
御
入

用
大
積
」
（
写
真
３
）は
、
11
代
藩

主
直な

お
た
だ格

に
か
か
わ
る
見
積
で
す
。

直
格
は
翌
弘
化
２
年
２
月
に
隠
居

し
、
男
子
直
武
に
藩
主
を
譲
っ
て

まもなく利用開始から３年目を迎えます

2020年９月号 ・18・

須
坂
市
所
蔵
文
書
が
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
で
展
示

さ
れ
ま
す

　

坂
本
康
之
家
文
書
の
う
ち
、

「
新
吉
原
浅
草
田
町
御
貸
附

金
調
帳
」
な
ど
７
点
が
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
令
和
２
年

度
企
画
展
示
「
性

ジ
ェ
ン
ダ
ー

差
の
日
本

史
」
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

展
示
期
間　

10
月
６
日
㈫
～

12
月
６
日
㈰

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

千

葉
県
佐
倉
市
城
内
町
１
１
７

い
ま
す
。
呉
服
橋
御
門
番
や
駿
府

加
番
な
ど
を
勤
め
、
藩
政
で
は
家

老
丸
山
巨こ

さ

い

じ

宰
司
を
登
用
し
質
素
倹

約
を
勧
め
て
緊
縮
財
政
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
隠
居
後
は
亀
戸
猿

江
の
下
屋
敷
に
住
み
ま
し
た
。

　

隠
居
料
は
８
０
０
石
、
籾
に
す

る
と
約
９
９
６
俵
、
約
３
８
２
両

と
な
り
ま
す
。
籾
値
段
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
士

分
７
人
・
足
軽
中
間
26
人
で
計
約

１
４
２
両
２
分
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
「
在
所
抱
」「
江

戸
抱
」
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
奥

向
き
の
計
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。
馬

も
飼
い
ま
せ
ん
。
総
合
計
は
約
５

４
６
両
２
分
と
あ
り
ま
す
。
直
皓

の
隠
居
見
積
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。

写真１　展示室

写真３ 写真２



2020年９月号・19・

市長の

いきいき
　　通信

須
坂
市
役
所
の
組
織
文
化

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
半
沢
直
樹
で
、「
全
て
の
働
く
人
は
、
自
分
を
必

要
と
さ
れ
る
場
所
に
い
て
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
一
番
幸
せ
な

ん
だ
。
（
組
織
が
腐
敗
す
る
の
は
）
自
分
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

る
か
ら
だ
。
仕
事
は
客
の
た
め
に
す
る
も
ん
だ
。
ひ
い
て
は
世
の

中
の
た
め
に
す
る
。
自
分
の
た
め
に
し
た
仕
事
は
内
向
き
で
、
卑

屈
で
、
身
勝
手
な
都
合
で
醜
く
ゆ
が
ん
で
い
く
。
そ
う
い
う
連
中

が
増
え
れ
ば
、
当
然
組
織
も
腐
っ
て
い
く
。
」と
い
う
セ
リ
フ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

組
織
に
は
組
織
文
化
が
あ
り
ま
す
。
市
長
就
任
以
来
、
よ
り
よ

い
市
役
所
の
組
織
文
化
を
築
こ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

市
民
目
線
の
市
政
、
日
本
一
の
笑
顔
と
挨あ

い
さ
つ拶

、
市
民
と
の
共
創
（
協

奏
）
、
真
の
社
会
的
弱
者
と
成
長
分
野
へ
の
重
点
投
資
、
仕
事
を

通
じ
た
職
員
の
自
己
実
現
、
財
源
確
保
と
有
効
活
用
、
子
ど
も
は

宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
縦
割
り
と
固
定
概
念
の
打
破
に
よ
る
挑
戦
心

（
で
き
な
い
か
ら
で
き
る
へ
）
、
女
性
の
活
躍
な
ど
で
す
。

　

職
員
の
対
応
が
よ
い
と
市
民
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
職
員
が
主
と
し
て
提
供
し
ま
す
の

で
、
市
長
の
役
目
は
職
員
が
自
由
闊か

っ
た
つ達

に
業
務
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
故
意
ま
た
は
重
大
な
る
過
失

で
な
い
限
り
、
私
が
責
任
を
と
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
「
（
組
織
）
文
化
は
（
組
織
）戦
略
に

勝
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私
が
退
任
し
て
も
優
れ
た
文
化
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
望
み
で
あ
り
、
役
割
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

お知らせ

小型特殊自動車をお持ちの方へ

問合せ　税務課（☎026‐248‐9001）

農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
の

課
税

小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
の
登
録
が
必
要

　

ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
農
作
業
機

を
け
ん
引
す
る
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー

の
公
道
走
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
車
両
と
し
て
位
置
付
け

が
明
確
で
な
か
っ
た
ト
レ
ー
ラ
タ

イ
プ
の
農
作
業
機
を
、「
農
耕
作
業

用
ト
レ
ー
ラ
」
と
し
て
国
土
交
通

大
臣
の
指
定
す
る
農
耕
作
業
用
自

動
車
に
指
定
す
る
な
ど
、
所
要
の

法
令
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
農
耕
作
業
用
ト

レ
ー
ラ
」
は
大
型
特
殊
自
動
車
ま

た
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
区
分
さ

れ
、
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す

る
車
両
は
、
軽
自
動
車
税
種
別
割

の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
申
請
時

期
や
申
請
に
係
る
必
要
書
類
な
ど

は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

特
殊
自
動
車
は
、
規
格
に
よ
っ

て
小
型
特
殊
自
動
車
と
大
型
特
殊

自
動
車
に
区
分
さ
れ
、
小
型
特
殊

自
動
車
は
軽
自
動
車
税
種
別
割
、

大
型
特
殊
自
動
車
は
償
却
資
産
と

し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

下
記
の
規
格
に
該
当
す
る
車
両

は
小
型
特
殊
自
動
車
に
な
り
、
償

却
資
産
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、

公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

軽
自
動
車
の
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※歩行型農作業機など乗用でないものは軽自動車税種別割の課税対象ではありませんが、
事業用資産の場合には、償却資産として固定資産税の課税対象になります。

■軽自動車税種別割の課税対象となる小型特殊自動車の規格

農耕作業用自
動車（乗用※）

最高速度
（km/ｈ）

長さ
（ｍ）

制限なし 制限なし 制限なし 35未満 制限なし 2,400

4.7以下 1.7以下 2.8以下 15以下 制限なし 5,900

総排気量
（ℓ）

幅
（ｍ）

税額
（円）

高さ
（ｍ）

上記以外の小
型特殊自動車
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木 金 土

■不動産鑑定士無料相談会☎225-5228
と　き　10月１日㈭
　　　　10:00～正午、13:00～16:00
ところ　須坂市役所　301会議室
　　　　（本庁舎３階）
問合せ　(一社）長野県不動産鑑定士協会

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　15日㈫　10:00～12:00
ところ  人権交流センター
問合せ　人権同和政策課（要予約）

メモ

※祝日を除く

■行政相談☎248-9002
と　き　10月１日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

4

11

18

25

5

19

26

3

10

17

24

12

 

 1

  

講 １歳６カ月児健康診査

（P30）

健

 2  3

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日※　9:00～17:00
ところ・問合せ　政策推進課
　　　　　　　（本庁舎２階、要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ・問合せ　須坂商工会議所

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日※、第２土曜日
ところ・問合せ　長野北年金事務所
　　　　　　　（長野市、要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈫　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　10日㈭、24日㈭ 13:00～16:00
ところ　須坂市生涯学習センター
　　　　（旧須坂市中央公民館）　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　９日㈬、16日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■結婚相談☎214-2994
と　き　６日㈰、20日㈰、10月４日㈰
        9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■司法書士無料相談☎245-0031
と　き　24日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所（要予約）

講

健

イ

市外局番…（026）

健

健

相

イ

講 認知症を考える市民

講座映画上映（P11）

専用電話による全国

一斉養育費相談会

（P26）

動物園「ご長寿動物

をお祝いしよう」

（～22日）（P16）

公開講演会「謙信道

講演会～謙信はこの

村を通った～」（☆）

峰の原プリンスオープ

ンテニス大会（１日目）

（P28）

３カ月児健康診査

（P30）

もぐもぐ離乳食講座

（P30）

うつ病の方の家族教室

（P29）

３カ月児健康診査

（P30）

１歳児健康相談（P30） 認知症家族のつどい

（P11）

講

イ
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９月

2020年

日 月 火 水

…休日緊急診療室

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

…おでかけパソコン相談室

健

講

診

イ

パ

6

13

20

27

 8

15

 2

9

16

2321

14

 7

健

28 29

22

30

 4  5   

診

診

診

信州医療センター

旧小田切家住宅「長

野県ゆかりの工芸作

家（陶芸）末岡信彦展」

（～11月８日）（P27）

信州医療センター

歴史文化講演会（☆）

信州医療センター

信州医療センター

峰の原プリンスオープ

ンテニス大会（２日目）

（P28）

診

診

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

信州医療センター

 1 

『須坂市家庭の日』

イ

税金などの納期限
納期限･口座振替日

９月30日㈬

国民健康保険税（普通徴収）…３期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…３期

介護保険料（普通徴収）……６期

下水道受益者負担金・分担金…２期

診

パ

２歳児健康相談（P30）

人権啓発ＤＶＤ上映

会（P28）

豊丘地域公民館

（10:00～）

３歳児健康診査（P30）

講 人権問題学習会（P28）

信州医療センター 信州医療センター診

イ

イ

イ

健

相 …各種相談など

☆は『広報須坂』８月号をご覧ください。

イ

動物園「身近な生き

物展」（～27日）（P16）



「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」が
始
ま
り
ま
す

景　観  

良好な景観
を守りましょう

　

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
表
示

さ
れ
、
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
な

い
と
、
ま
ち
の
景
観
を
損
な
い
か

ね
ま
せ
ん
。
長
野
県
屋
外
広
告
物

条
例
の
下
、
表
示
で
き
る
場
所
や

大
き
さ
を
定
め
て
い
ま
す
。
規
制

の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
禁
止
地
域
】

場　

所

▼
住
居
専
用
地
域

▼
高
速
道
路
両
側
各
５
０
０
ｍ
以
内

▼
長
野
須
坂
イ
ン
タ
ー
線
両
側
50

ｍ
以
内
（
長
野
市
境
～
井
上
跨こ

線

橋
の
区
間
）

※
自
己
用
広
告
物
で
10
㎡
以
下
の

も
の
な
ど
は
、
掲
出
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
許
可
地
域
】

場　

所　

高
速
道
路
両
側
各
５
０

０
ｍ
超
～
１
０
０
０
ｍ
以
内　

他

大
き
さ

自
己
用
広
告
物
15
㎡
以
下

※
こ
れ
を
超
え
る
も
の
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。

※
禁
止
地
域
と
許
可
地
域
以
外
は

規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問合せ　まちづくり課（☎026‐248‐9007）

建
築
物
や
工
作
物
な
ど
は
、

景
観
育
成
基
準
に
適
合
さ
せ

て
く
だ
さ
い

　

景
観
計
画
で
は
、
新
築
や
改
築

な
ど
を
行
う
場
合
の
景
観
育
成
基

準
を
地
区
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
歴
史
的
な
町
並
み
が

現
存
す
る
旧
須
坂
町
の
中
心
部
を

景
観
育
成
重
点
地
区
（
須
坂
地
区
）

と
し
て
い
ま
す
。
景
観
育
成
基
準

の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

色　

彩　

▼
屋
根
…
黒
、
灰
▼
外

壁
…
白
、
灰
、
茶
、
黒
▼
工
作
物

…
灰
、
茶
、
黒
▼
歴
史
的
な
町
並

み
と
調
和
し
た
色

高　

さ　

13
ｍ
以
下

形
態
意
匠　

▼
こ
う
配
屋
根
で
、

和
瓦
な
ど
の
日
本
的
な
素
材
▼
屋

根
ひ
さ
し
を
つ
け
る
▼
歴
史
的
な

町
並
み
と
調
和

【
一
般
地
域
】

色　

彩　

▼
外
壁
お
よ
び
屋
根
な

ど
に
使
用
で
き
る
色
…
マ
ン
セ
ル

値
の
彩
度
（
橙

だ
い
だ
い６

、
黄
・
赤
４
、

そ
の
他
の
色
３
以
下
）

※
け
ば
け
ば
し
い
色
彩
は
避
け
る
。

高　

さ　

10
～
31
ｍ
以
下

形
態
意
匠　

周
辺
の
景
観
に
調
和

し
、
ま
と
ま
り
あ
る
形
態

　

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
助
言
・
指
導
な
ど
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

建
築
物
の
新
築
や
増
築
、
移

転
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
届
け
出
が
必
要

外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、
色

の
塗
り
替
え
の
み
の
場
合
に

も
、
事
前
の
届
け
出
を

　

建
築
物
の
新
築
や
増
築
な
ど
、

景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
次
の
規

模
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
事

前
に
ま
ち
づ
く
り
課
へ
届
け
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

▼
面
積
…
10
㎡
以
上

▼
高
さ
…
10
ｍ
以
上

【
一
般
地
域
】

▼
面
積
…
５
０
０
㎡
以
上

▼
高
さ
…
10
ｍ
以
上

　

外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、
色
の

塗
り
替
え
な
ど
次
に
該
当
す
る
場

合
も
事
前
に
ま
ち
づ
く
り
課
へ
届

け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

面
積
…
15
㎡
以
上

【
一
般
地
域
】

面
積
…
４
０
０
㎡
以
上

※
こ
の
他
に
も
届
け
出
が
必
要
に

な
る
行
為
や
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
観
法
に
基
づ
く
勧
告

や
公
表
、
変
更
命
令
な
ど
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、

県
下
一
斉
に
屋
外
広
告
物
の
適
正

な
表
示
と
良
好
な
景
観
形
成
に
関

す
る
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
取

り
組
み
と
し
て
、「
屋
外
広
告
物
適

正
化
旬
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
禁

止
物
件
に
対
す
る
啓
発
活
動
と
除

却
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す

　

屋
外
広
告
物
は
、「
常
時
ま
た
は

一
定
期
間
継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆

に
表
示
さ
れ
る
も
の
」を
指
し
ま
す
。

　

屋
上
広
告
物
や
野
立
広
告
物
、

壁
面
広
告
物
の
ほ
か
、
懸
垂
幕
や
張

り
紙
な
ど
も
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

歩
道
橋
や
電
柱
に
は
屋
外
広

告
物
は
掲
出
で
き
ま
せ
ん

　

広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と
で
良

好
な
景
観
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
公
共
的
な
性
格
の
も
の
は
、

地
域
に
関
わ
ら
ず
次
の
と
お
り
禁

止
物
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
禁
止
物
件
】

▼
信
号
機
▼
交
通
標
識
▼
歩
道
橋

▼
街
路
樹
▼
橋
▼
電
柱　
　

な
ど

屋
外
広
告
物
に
規
制
が
か
か

る
地
域
が
あ
り
ま
す

2020年９月号 ・22・



人　権  

企業人権教育
を推進しています

問合せ　人権同和教育課（☎026‐245‐0909）

企
業
内
研
修
の
支
援

　

企
業
が
行
う
人
権
に
関
す
る
社

内
研
修
会
に
無
料
で
講
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
映
写
機
器
な
ど
の
貸
し
出
し
、

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を

研
修
会
の
会
場
と
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
企
業
経
営
者
人
権
教
育
研
修
会
お
よ

び
企
業
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
】

　

企
業
主
や
企
業
内
の
研
修
会
担

当
者
な
ど
を
対
象
に
、
毎
年
１
～

３
回
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
研
修
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る

人
権
問
題
の
内
容
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

【
現
地
研
修
会
】

　

毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

か
ら
テ
ー
マ
を
決
め
、
県
内
各
地

や
各
施
設
な
ど
を
訪
れ
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
働
き
や
す

い
職
場
を
つ
く
る
た
め
、
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費

▼
従
業
員
数
50
人
未
満
の
企
業
…

３
０
０
０
円

▼
従
業
員
数
50
人
以
上
～
１
０
０

人
未
満
の
企
業
…
４
０
０
０
円

▼
従
業
員
数
１
０
０
人
以
上
千
人

未
満
の
企
業
…
６
５
０
０
円 ▲「人権教育啓発パネル展」にて紹 

　介しました（2020年６月市生涯
　学習センター２階ロビーにて）

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
解
消
を
目
指
し
、
企
業

人
権
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
49
年
８
月
に
設

立
さ
れ
た
企
業
主
の
自
主
的
組
織

で
す
。

　

現
在
、
市
内
の
81
社
が
加
入
し
、

職
場
内
の
人
権
教
育
を
一
層
推
進

し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
差
別
の

な
い
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
須
坂
市
企
業
人
権
教
育
推

進
会
議
」
と
は

「
須
坂
市
企
業
人
権
教
育
推

進
会
議
」
の
主
な
活
動

「
須
坂
市
企
業
人
権
教
育
推

進
会
議
」
の
新
規
会
員
募
集

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

③
パ
ル
セ
イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
全
試

　
合
共
通
招
待
引
換
券（
ペ
ア
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
10
人

株
式
会
社
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
提
供

　

ヒ
ン
ト
…
８
ペ
ー
ジ

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
上
の

あ
て
先
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

９
月
17
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

●
郵
送　

３
８
２
‐
８
５
１
１　

須
坂

市
役
所 

政
策
推
進
課
「
み
ん
な
の
広

場
」
係
行

ー問題ー

10
月
〇
日

国
勢
調
査
の
調
査
基
準
日
は
い

つ
で
す
か
？

野
菜
の
値
段

　

長
い
梅
雨
の
影
響
で
、
野
菜
の

値
段
が
高
騰
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

よ
う
や
く
梅
雨
が
あ
け
た
の
で
、

野
菜
の
値
段
が
下
が
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
　
　
　

 

（
飯
田
さ
ん　

69
歳
）

新
し
い
生
活
を
楽
し
み
た
い

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
期
間
中
、ベ
ラ
ン

ダ
で
育
て
た
ネ
ギ
や
バ
ジ
ル
が
食

べ
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で

き
な
い
反
面
、
今
ま
で
や
っ
て
こ

な
か
っ
た
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
も

感
染
対
応
を
し
つ
つ
、
新
し
い
生

活
を
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　

蔵
出
し
味
噌
さ
ん　

32
歳
）

サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ズ
ー

　

２
人
の
子
ど
も
は
大
の
動
物
好

き
。
広
報
須
坂
８
月
号
で
「
サ
タ

デ
ー
・
ナ
イ
ト
ー
・
ズ
ー
」
の
記

事
を
見
て
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
連
れ
て

行
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
盆
の
夜
は
、
動
物
園
で
子
ど

も
た
ち
と
過
ご
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
北
村
さ
ん　

30
歳
）

８
月
に
届
い
た
お
手
紙
を
紹
介

2020年９月号・23・
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須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月1日を除く)

月月月情報ファイル９９９

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、イ
ベ
ン
ト
や
催
し
、

講
座
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
に
関
し
て
は
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
（
遊

●
そ
ば
の
収
穫
作
業
を
支
援
し

　
ま
す

　

須
坂
市
農
業
再
生
協
議
会
が
汎は

ん

用よ
う

型
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
っ
て
そ
ば

の
収
穫
作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、
作
業
日
の
調

休
農
地
）
の
把
握
や
違
反
転
用
防

止
、
今
後
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
基
に
確
認
さ

れ
た
遊
休
農
地
は
、
所
有
者
の
耕

作
意
思
な
ど
を
確
認
し
、
農
地
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
利
用
意

向
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

遊
休
農
地
・
荒
廃
農
地
は
、
火
災

や
病
害
虫
、
鳥
獣
害
、
不
法
投
棄
な

ど
の
発
生
原
因
と
な
り
、
近
隣
の

農
家
や
周
辺
住
民
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
期
間　

９
～
10
月

対
象
農
地　

市
内
全
域
の
農
地

調
査
方
法　

地
区
の
農
業
委
員

、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど

が
農
地
の
現
況
を
調
査
し
ま
す
。

※
調
査
に
あ
た
っ
て
、
農
地
へ
立

ち
入
る
こ
と
や
お
話
を
伺
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

須
坂
市
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
５
）

整
会
を
開
催
し
、
日
程
な
ど
を
決

定
し
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
18
日
㈮

利
用
料　

10
ア
ー
ル
当
た
り
３
千

円
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
き
）

そ
の
他　

▼
収
納
袋
は
申
請
者
が
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
コ
ン
バ
イ
ン
の
運
搬
に
要
す
る

経
費
は
、
申
請
者
が
負
担
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
作
業
対
象
は
市
内
の
農
地
の
み

で
す
。

▼
コ
ン
バ
イ
ン
だ
け
の
貸
し
出
し

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

須
坂
市
農
業
再
生
協
議

会
（
農
林
課
内
）

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
横
断
歩
道
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

　
ア
ッ
プ
運
動
と
秋
の
全
国
交

　
通
安
全
運
動
の
実
施

【
横
断
歩
道
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
運
動
】

　

横
断
歩
道
を
横
断
中
の
事
故
が

９
月
か
ら
12
月
に
多
く
発
生
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

横
断
歩
道
の
事
故
発
生
を
抑
止

す
る
た
め
、
横
断
歩
道
に
お
け
る

運
転
者
の
ル
ー
ル
順
守
と
歩
行
者

の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
行
動
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
「
横
断
歩
道
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す

対　

象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

期　

間　

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

《
運
転
者
》

▼
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で

す
。
横
断
歩
道
の
手
前
で
は
、
減

速
す
る
な
ど
歩
行
者
保
護
の
た
め

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
交
差
点
な
ど
で
は
、
特
に
右
折

時
に
歩
行
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
歩
行
者
》

▼
道
路
を
横
断
し
な
い
と
き
は
、

横
断
歩
道
付
近
に
立
た
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
み

ぎ
ひ
だ
り
の
安
全
確
認
を
し
っ
か

り
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
を
挙
げ
る
な
ど
、
横
断
す
る

意
思
を
運
転
者
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

【
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
】

期　

間　

９
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬

▼
「
思
い
や
り
」を
持
っ
た
運
転
で
、

特
に
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間

に
は
反
射
材
や
自
発
光
材
を
積
極

的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
利
用
者
は
、
通
行
ル
ー

ル
を
守
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）
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◎
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
内
の
「
健
康
長
寿
発
信
都
市
須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
」
に
市
長
が
出
演
し
ま
す
。　

放
送
日
時　

９
月
９
日
㈬
午
後
０
時
15
分
頃
～
（
約
15
分
）

●
小
学
校
通
学
用「
標
準
か
ば
ん
」

　
の
本
注
文

　

須
坂
市
教
育
委
員
会
で
は
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
小
学

校
通
学
用
「
標
準
か
ば
ん
」を
２
０

２
１
年
度
か
ら
導
入
し
ま
す
。（
購

入
は
任
意
と
な
り
ま
す
。
）

　

５
月
、
６
月
に
仮
予
約
を
受
け

付
け
ま
し
た
が
、
本
注
文
の
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。

【
注
文
方
法
】

▼
仮
予
約
済
み
の
方
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
仮
予
約
を
し
て
い
な
い
方
は
、

学
校
教
育
課
も
し
く
は
須
坂
商
工

会
議
所
繊
維
部
会
の
ト
ラ
ッ
ド
ハ

ウ
ス
チ
ャ
ン
プ
（
☎
２
４
５
‐
２
０

６
３
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
標
準
か
ば
ん
」
の
サ
ン
プ
ル
も
学

校
教
育
課
と
ト
ラ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
チ

ャ
ン
プ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
「
標
準
か
ば
ん
」
の
仕
様
】

▼
色
…
ブ
ラ
ウ
ン

▼
形
状
…
ラ
ン
ド
セ
ル
型

▼
材
質
…
上
蓋
は
合
皮
、
本
体
は

●
ク
マ
に
注
意

　

ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
ま
す
。
森
林
内
に
入
る
場
合
は

●
職
業
訓
練
施
設
見
学
会

　

公
共
職
業
訓
練
（
受
講
料
無
料
）

の
説
明
、
施
設
見
学
な
ど
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

９
月
９
日
㈬
、
９
月
23

日
㈬　

各
日
と
も
午
前
９
時
45
分

～
午
後
０
時
30
分

●
信
州
須
坂
ビ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
２
０
２
０
開
催
中
止

　

９
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
、「
信
州
須

坂
ビ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

０
」は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
エ

ー
ル
推
進
協
議
会
事
務
局
（
産
業

連
携
開
発
課
）

（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

●
須
坂
市
親
子
通
園
施
設
「
く
れ

　
よ
ん
」
の
運
営
場
所
の
変
更

　
期
間
の
延
長

　

須
坂
市
親
子
通
園
施
設
「
く
れ

よ
ん
」は
、運
営
場
所
を
井
上
保
育

園
の
子
育
て
支
援
室
に
変
更
し
て

い
ま
す
が
、
変
更
期
間
を
10
月
10

日
㈯
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
合
せ　

「
く
れ
よ
ん
」
（
井
上
保

育
園
内
）（
☎
２
４
５
‐
０
４
８
５
）

●
果
樹
共
済
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　
被
害
に
遭
っ
た
ら
届
け
出
を

　

自
然
災
害
な
ど
の
被
害
で
減
収

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収

穫
前
に
事
故
発
生
通
知
書
を
提
出

す
る
か
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、「
果

樹
共
済
損
害
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
損
害
状
況
を
記
入

し
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
途
中
ま
た
は
収
穫
後
に
ご

●
市
内
の
大
規
模
盛
土
調
査
を

　
行
い
ま
す

　

大
地
震
時
に
災
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
大
規
模
な
盛
土
造
成
地
の
有

無
を
確
認
す
る
た
め
、
市
内
全
域

を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

原
則
敷
地
へ
は
立
ち
入
り
ま
せ

ん
が
、
周
辺
状
況
の
確
認
調
査
、写

真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期　

間　

９
～
12
月

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

す
世
帯

▼
２
０
２
０
年
１
月
１
日
～
２
０

２
１
年
３
月
15
日
ま
で
に
婚
姻

▼
婚
姻
日
の
夫
婦
の
年
齢
が
34
歳

以
下

▼
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
４
０
万

円
未
満
（
奨
学
金
を
返
済
し
て
い

る
場
合
は
、
年
間
返
済
額
を
所
得

か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
申
請
時
に

無
職
の
方
は
、
所
得
な
し
で
算
出

し
ま
す
）

▼
夫
婦
と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が

あ
る

▼
対
象
の
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用 

①
新
居
の
購
入
費

②
新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共

益
費
も
含
む
）

③
引
越
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払

っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
２
０
２
０

年
１
月
１
日
～
２
０
２
１
年
３
月

15
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
30
万
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

単
独
行
動
せ
ず
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
物
音
を
立
て
な
が
ら
、
複
数

で
声
を
掛
け
合
い
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
、
朝
夕
の
薄
暗
い
時
間
帯

や
見
通
し
の
悪
い
箇
所
で
は
、
不

意
の
遭
遇
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ク
マ
に
出
合
わ
な
い
こ
と
が
一

番
の
対
策
で
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

布
生
地
、
背
中
が
当
た
る
部
分
は

ク
ッ
シ
ョ
ン
付
き
合
皮
、
留
め
具

は
金
属
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
）

▼
サ
イ
ズ
…
高
さ
32
㎝
、
横
27
・
５

㎝
、
厚
さ
15
㎝
。
内
寸
は
A4
フ
ラ
ッ

ト
フ
ァ
イ
ル
が
入
る
サ
イ
ズ
。

▼
そ
の
他
…
防
水
性
能
あ
り
、
内

部
２
層
式
、
外
ポ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス

ク
な
ど
の
小
物
入
れ
）
、
肩
ベ
ル
ト

に
防
犯
ブ
ザ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
両
側
）
、

上
蓋
裏
に
時
間
割
表
ホ
ル
ダ
ー
、

前
後
左
右
に
反
射
テ
ー
プ

【
価
格
】

９
２
０
０
円
（
税
込
み
）

※
６
年
間
保
証
付
き

【
受
付
期
間
】

９
月
１
日
㈫
～
10
月
16
日
㈮

【
今
後
の
予
定
】　

標
準
か
ば
ん
引
き
渡
し

２
０
２
１
年
２
～
３
月　

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
長
野
市
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

定　

員　

20
人
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
長
野
（
☎
２
４
３
‐
７
８
５
６
）

連
絡
い
た
だ
い
た
場
合
、
適
正
な

損
害
評
価
が
で
き
ず
、
共
済
金
が

支
払
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ

Ｎ
О
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野　

北
信
支
所

〒
３
８
９
‐
１
１
０
５

住
所 

長
野
市
豊
野
町
豊
野
６
３
１

（
☎
２
１
９
‐
２
８
９
１
）



広
告
欄

2020年９月号 ・26・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
の
募
集

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週

間
」と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理
念

対　

象　

高
校
な
ど
（
専
修
学
校

の
高
等
課
程
含
む
）・
高
等
専
門
学

校
・
大
学
な
ど
（
専
修
学
校
の
４
年

制
以
上
の
専
門
課
程
含
む
）
に
在

学
し
て
い
て
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方

要　

件　

▼
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
生
計

●
市
の
奨
学
生
募
集

募
　
　
　

集

●
須
坂
市
勤
労
者
互
助
会

　
会
員
募
集

　

須
坂
市
勤
労
者
互
助
会
は
、
市

内
企
業
の
振
興
発
展
と
従
業
員
の

福
利
厚
生
の
充
実
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

▼
給
付
事
業
（
結
婚
・
出
産
・
子
の

入
学
な
ど
の
お
祝
い
、
休
業
に
対

す
る
お
見
舞
い
な
ど
）

▼
厚
生
事
業
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や
メ
セ
ナ

ホ
ー
ル
観
劇
補
助
な
ど
）

▼
健
康
増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク

受
診
料
補
助
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
）

会
費　

従
業
員
１
人
あ
た
り
月
３

０
０
円
（
入
会
金
１
０
０
円
）

※
事
業
主
が
負
担
す
る
場
合
は
、

税
申
告
上
の
必
要
経
費
と
な
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
市
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

（
産
業
連
携
開
発
課
内
）

（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

●
遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業

　
補
助
金

対　

象　

市
内
の
遊
休
農
地
で
作

物
を
栽
培
す
る
予
定
の
あ
る
方

補
助
額　

▼
果
樹
栽
培
…
10
ア
ー
ル
当
た
り

上
限
８
万
円

▼
果
樹
栽
培
以
外
…
10
ア
ー
ル
当

た
り
上
限
４
万
円

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

交
付
条
件　

▼
１
年
以
上
耕
作
し
て
い
な
い
農

地
を
、
適
正
な
管
理
の
も
と
３
年

以
上
耕
作
す
る
こ
と

▼
新
た
に
利
用
権
設
定
ま
た
は
所

有
権
移
転
を
行
う
こ
と

▼
以
前
に
同
補
助
金
を
申
請
し
た

農
地
で
は
な
い
こ
と

※
補
助
金
の
申
請
を
行
う
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
農
林
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
全
国
一
斉
司
法
書
士
に
よ
る

　
養
育
費
相
談
会

　

離
婚
ひ
と
り
親
家
庭
の
う
ち
、

子
の
養
育
費
の
取
り
決
め
を
し
て

い
る
世
帯
は
半
数
に
も
満
た
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

養
育
費
を
原
因
と
し
た
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
無
料
電
話
相
談

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
の
購
入
は
県
内
の
売
り
場
で

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

お
よ
び
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
は
、
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
収
益
金
は
長
野
県
の
販
売
実
績

で
配
分
さ
れ
、
市
町
村
の
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間

９
月
23
日
㈬
～
10
月
20
日
㈫

問
合
せ　

財
政
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
12
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時

専
用
電
話
番
号

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

※
専
用
電
話
は
当
日
の
み
の
臨
時

番
号
で
す
。

【
相
談
例
】

▼
養
育
費
の
話
し
合
い
を
し
な
い

ま
ま
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今

か
ら
で
も
協
議
で
き
な
い
か
。

▼
急
に
養
育
費
の
支
払
い
が
な
く

な
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

す
れ
ば
い
い
か
。

▼
今
の
養
育
費
を
増
額
・
減
額
す

る
協
議
を
し
た
い
。

問
合
せ　

長
野
県
司
法
書
士
会

（
☎
２
３
２
‐
７
４
９
２
）

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
に
各
種
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
児
童
福
祉
週
間

に
向
け
て
、「
夢
と
希
望
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
」
や

「
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
（
須
坂
市

へ
申
し
込
む
場
合
。
郵
送
の
場
合

30
日
の
消
印
有
効
）

※
（
公
財
）
児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
場
合
の

締
め
切
り
は
、
10
月
20
日
㈫
で
す
。

※
詳
細
は
、
（
公
財
）
児
童
育
成
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

接
続
で
き
ま
す
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）



2020年９月号・27・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

行

事
・

催

し

21,000円以内私立

大
学
生
な
ど

33,000円以内

36,000円以内

50,000円以内

17,000円以内

10,000円以内国公立

自宅外通学

自宅通学

自宅外通学

26,000円以内

高
校
生
な
ど

自宅通学

高等専門学校生

私立

国公立

●
公
共
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

　
（
12
月
開
講
コ
ー
ス
）

　

も
の
づ
く
り
の
技
術
、
設
備
の

保
守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・
技
術
を

身
に
つ
け
、
早
期
に
就
職
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
公
共
職
業
訓
練
で

す
。

受
講
期
間

12
月
１
日
㈫
～
２
０
２
１
年
５
月

27
日
㈭

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
長
野
市
）

対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

募
集
定
員　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ

加
工
科
…
15
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
別
途
）

　

毎
月
15
日
ご
ろ
か
ら
月
末
ま
で

の
期
間
で
各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ

ー
の
検
針
を
行
う
検
針
員
を
１
人

募
集
し
ま
す
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員
募
集

で
あ
る
方
が
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方

▼
成
績
が
優
秀
で
健
康
な
方

▼
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な

方▼
別
の
奨
学
金
制
度
か
ら
学
資
な

ど
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

貸
与
月
額
（
１
人
あ
た
り
）

　
募
集
人
員　

若
干
人
（
年
収
・
所
得

の
上
限
額
が
あ
り
ま
す
）　

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬申
込
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

契
約
形
態　

市
水
道
局
と
１
年
間

の
検
針
事
務
委
託
契
約
（
今
年
度

は
10
月
か
ら
２
０
２
１
年
３
月
ま

で
の
契
約
）

検
針
委
託
料

１
件
63
円
（
消
費
税
込
み
）

検
針
件
数 

偶
数
月
約
７
６
０
件
、

奇
数
月
約
６
２
０
件

申
込
方
法　

履
歴
書
を
営
業
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

９
月
25
日
㈮
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

選
考
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

営
業
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
２
）

申
込
期
間

９
月
７
日
㈪
～
10
月
29
日
㈭

申　

込　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
坂

（
☎
２
４
８
‐
８
６
０
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

（
☎
２
４
３
‐
７
８
５
６
）

●
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
イ

　
ベ
ン
ト

【
須
坂
ド
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
】

　

全
国
か
ら
公
募
し
た
15
人
の
創

作
人
形
作
家
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

期　

間　

11
月
１
日
㈰
ま
で

入
館
料　

３
０
０
円

【
か
わ
い
い
ミ
ニ
バ
ッ
グ
づ
く
り
】

　

合
成
皮
革
を
使
っ
た
ミ
ニ
バ
ッ

グ
を
つ
く
り
ま
す
。

と　

き

９
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

参
加
費　

５
０
０
円

対　

象　

小
学
生
～
中
学
生
程
度

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
13
日
㈰

問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

休
館
日　

水
曜
日

（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

●
旧
小
田
切
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト

【
長
野
県
ゆ
か
り
の
工
芸
作
家
（
陶

芸
）
末
岡
信
彦
展
】

　

白
い
磁
器
に
自
然
の
花
や
植
物
、

風
景
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
映
し
出

し
た
写
実
的
で
繊
細
な
釉ゆ

び
ょ
う描

作
品

が
歴
史
あ
る
土
蔵
に
並
び
ま
す
。

期　

間

９
月
６
日
㈰
～
11
月
８
日
㈰ 

入
館
料　

３
０
０
円

【
か
ん
た
ん
釉
描
絵
付
け
体
験
〈
全

２
回
〉
】

　

本
格
的
な
釉
描
絵
付
け
が
体
験

で
き
ま
す
。

と　

き　

９
月
20
日
㈰
・
10
月
17
日
㈯

各
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

参
加
費　

３
０
０
０
円

定　

員　

７
人
（
要
予
約
）

申
込
期
限　

９
月
16
日
㈬

講 

師 

末
岡
信
彦
さ
ん
（
陶
芸
家
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ 

旧
小
田
切
家
住
宅

休
館
日　

木
曜
日

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

▲釉描作品
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

講

座
・

教

室

◎
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）●

人
権
問
題
学
習
会

と　

き　

９
月
７
日
㈪
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

本
郷
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

　

レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
所
属
の
山

岸
夢
歩
選
手
（
南
原
町
）が
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

と
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

観
戦
方
法
や
チ
ケ
ッ
ト
販
売
方

●
峰
の
原
高
原
プ
リ
ン
ス
オ
ー

　
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

例
年
６
月
に
開
催
し
て
い
た
プ

リ
ン
ス
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
を

今
年
は
９
月
に
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
須
坂
版
画
美
術
館
イ
ベ
ン
ト

【
木
版
画
教
室
〈
全
２
回
〉
】

　

木
版
画
は
、
版
画
の
中
で
も
最

も
一
般
的
な
技
法
で
す
。

　

数
枚
の
板
を
使
っ
て
、
多
色
木

版
を
制
作
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
６
日
㈰
・
９
月
27
日
㈰

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

２
０
０
０
円

定　

員　

10
人
（
要
予
約
）

講　

師　

市
川
久
雄
さ
ん
（
須
坂

版
画
集
団
）

【
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
教
室
〈
全
２

回
〉
】

　

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ポ
リ
塩
化

ビ
ニ
ル
版
に
直
接
絵
を
彫
り
ま
す
。

　

主
に
銅
版
画
に
使
わ
れ
る
技
法

で
す
。

　

独
特
の
軟
ら
か
い
に
じ
み
の
あ

る
線
が
表
現
で
き
ま
す
。

と　

き　

９
月
12
日
㈯
・
９
月
13
日
㈰

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

１
８
０
０
円

定　

員　

10
人
（
要
予
約
）

講　

師　

中
村
眞
美
子
さ
ん
（
版

画
家
）

【
リ
ト
グ
ラ
フ
教
室
〈
全
２
回
〉
】

　

リ
ト
グ
ラ
フ
は
、
ア
ル
ミ
板
を

使
い
、
水
と
油
の
反
作
用
を
利
用

し
た
凹
凸
の
な
い
技
法
で
す
。

　

初
心
者
は
単
色
、
経
験
者
は
多

色
刷
り
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

と　

き　

９
月
15
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
40
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
映
画

▼
「
映
像
で
学
ぶ
部
落
差
別
解
消

推
進
法
」
…
45
分

▼
「
無
意
識
の
偏
見
が
招
く
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
…
19
分

※
そ
れ
ぞ
れ
２
回
上
映
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

と　

き　

９
月
26
日
㈯
・
10
月
３
日
㈯

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

３
０
０
０
円

定　

員　

７
人
（
要
予
約
）

講 

師 

松
川
幸
寛
さ
ん
（
版
画
家
）

※
各
教
室
と
も
、
定
員
に
達
し
次

第
、
申
し
込
み
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ 

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

と
こ
ろ　

峰
の
原
高
原

種　

目　

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
（
市
民
特
別
料
金
）　
　

▼
26
日
泊
…
一
人
１
万
５
０
０
円

▼
大
会
の
み
…
一
人
３
５
０
０
円

※
市
民
特
別
料
金
は
、
須
坂
市
在

住
ま
た
は
市
内
へ
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方
、
市
内
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

へ
所
属
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

申
込
期
限　

９
月
16
日
㈬

※
そ
の
他
の
詳
細
は
、
峰
の
原
高

原
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

接
続
で
き
ま
す
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
延
期
も
し
く
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

大
会
事
務
局

（
あ
す
な
ろ
ペ
ン
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
Ｅ
Ｔ
）

（
☎
０
２
６
８
‐
７
４
‐
２
７
３
３
）

法
を
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
は
パ
ル
セ
イ
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
長
野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

▼
第
15
節 

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
Ｕ
‐
23
戦

と　

き　

９
月
13
日
㈰
午
後
６
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
17
節 

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
戦

と　

き　

９
月
22
日
㈫
午
後
６
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
19
節　

Ｓ
Ｃ
相
模
原
戦

と　

き　

10
月
３
日
㈯
午
後
２
時

キ
ッ
ク
オ
フ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
】

▼
第
10
節　

ニ
ッ
パ
ツ
横
浜
Ｆ
Ｃ

シ
ー
ガ
ル
ズ
戦

と　

き　

９
月
20
日
㈰
午
後
６
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
11
節　

オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
戦

と　

き　

９
月
27
日
㈰
午
後
４
時

キ
ッ
ク
オ
フ

問
合
せ　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

事
務
局
（
☎
２
４
４
‐
７
７
８
０
）

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
定
休
日
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◎
２
０
１
９
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

…
… 

一
緒
だ
よ　

見
て
み
ぬ
ふ
り
は　

共
犯
者　

相
森
中
２
年　

淀
榛
花

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室
の

　
お
知
ら
せ

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
期
間 

９
月
１
日
㈫
～
９
日
㈬

抽
選
日
時 

９
月
14
日
㈪
午
前
９
時

物　

件　

▼
屋
部
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
２
戸

▼
屋
部
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
２
戸

▼
豊
丘
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
８
戸

▼
西
原
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
１
戸

※
Ｂ
…
浴
槽
な
し　

Ｙ
…
浴
槽
あ
り

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供

給
公
社
須
坂
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
１
４
‐
５
６
２
０
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風

関
連
情
報

●
義
援
金

【
義
援
金
の
配
分
を
行
い
ま
し
た
】

　

義
援
金
配
分
委
員
会
で
決
定
し

た
義
援
金
を
、
８
月
に
配
分
し
ま

し
た
。

【
第
５
次
配
分
】

一
部
損
壊
（
床
下
浸
水
）
…
２
万
５

千
円

【
第
６
次
配
分
（
県
か
ら
配
分
が
あ

っ
た
も
の
）
】

▼
全
壊
…
15
万
５
千
円

▼
半
壊
…
７
万
７
千
円

　

配
分
の
申
請
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
罹り

さ

い災
証
明
書
、
通
帳
、は
ん

こ
を
持
っ
て
、
高
齢
者
福
祉
課
（
窓

口
９
番
・
本
庁
舎
１
階
）
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
義
援
金
の
受
け
付
け
】

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
を
支

援
す
る
た
め
に
義
援
金
を
受
け
付

●
下
水
道
へ
の
排
水
の
お
願
い

　

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理

区
終
末
処
理
場
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア

千
曲
）
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
た

め
、
現
在
も
汚
水
を
簡
易
的
な
生

物
処
理
に
よ
り
河
川
に
放
流
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
洗
剤

の
適
量
使
用
な
ど
、
環
境
負
荷
に

配
慮
し
た
下
水
道
の
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
負
荷
に
配
慮
の
例
】

▼
洗
濯
や
洗
い
物
の
洗
剤
は
適
量

を
使
う
。

善

意

の

窓

口

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
学
習
机

▼
木
製
の
引
き
出
し
棚

▼
３
段
棚

▼
籐と

う

チ
ェ
ア

▼
猫
用
ケ
ー
ジ
（
未
使
用
）

▼
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

▼
赤
ち
ゃ
ん
用
歩
行
器

▼
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
リ
ン
ゴ
作
業
用
６
尺
の
脚
立

▼
お
宮
参
り
の
祝
い
着
（
女
の
子
用
）

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

【
《
差
し
上
げ
ま
す
》
と
《
譲
っ
て
く

だ
さ
い
》
の
申
込
期
限
と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

９
月
８
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選
日　

９
月
10
日
㈭

午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
情
報
提
供
者
の
方
は
登
録
後
に

▼
固
形
物
（
野
菜
く
ず
な
ど
）は
流

さ
な
い
。

▼
残
っ
た
油
類
（
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
含
む
）
や

お
酒
を
流
さ
な
い
。

▼
汚
れ
た
フ
ラ
イ
パ
ン
や
お
皿
は

紙
で
拭
い
て
か
ら
ま
と
め
て
洗
う
。

▼
米
の
と
ぎ
汁
は
庭
や
プ
ラ
ン
タ

ー
な
ど
に
ま
く
。

▼
髪
の
毛
は
排
水
溝
に
流
さ
ず
、

ご
み
箱
に
捨
て
る
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課 

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
８
）

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を

家
族
同
士
で
話
を
し
、
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

９
月
17
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

受
講
料　

無
料

申
込
み　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個

別
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お

届
け
し
ま
す
。

受
付
方
法　

左
記
の
口
座
へ
お
振

り
込
み
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
高

齢
者
福
祉
課
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

口
座
情
報　

八
十
二
銀
行　

須
坂
市
役
所
出
張

所
（
普
）
１
３
２
５
５
８

口
座
名
義　

須
坂
市
台
風
災
害
義
援
金

※
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接

続
で
き
ま
す
）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

物
品
を
他
の
人
に
譲
る
場
合
は
、

譲
る
前
に
市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情

報
提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消

し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

　

『
広
報
須
坂
』
８
月
号
発
行
部
数

の
一
部
で
、
表
紙
の
写
真
お
よ
び

５
ペ
ー
ジ
の
一
部
の
写
真
に
イ
ン

ク
に
よ
る
汚
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

《
寄
附
》　

▼
カ
メ
ラ
１
台
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
刻

印
機
１
台
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
１

台
、
ス
ク
リ
ー
ン
２
台
、
蘇
生
法
教

ン
タ
ー

講　

演　

「
松
代
藩
の
『
孫
六
』

に
つ
い
て
」

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

育
人
体
モ
デ
ル
２
体
、
プ
リ
ン
タ

ー
２
台
（
消
防
業
務
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
）

…
株
式
会
社
キ
タ
モ
リ
様

▼
手
指
消
毒
ボ
ト
ル
用
マ
ッ
ト
１

０
０
セ
ッ
ト
（
Ｂ
５
サ
イ
ズ　

１

セ
ッ
ト
８
枚
組
）（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
）

…
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト
様



2020年９月号 ・30・

市外局番…（026）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

朝
ご
は
ん　

し
っ
か
り
食
べ
て　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

広
告
欄

９月６日㈰ スズラン薬局

９月13日㈰ 須坂あすなろ薬局

９月20日㈰ すみさか土屋薬局

９月21日㈷ 高梨土屋薬局

９月22日㈷ 立町中央薬局

９月27日㈰ パセリ薬局

10月４日㈰ まつの木薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は、21日㈷、22日㈷を

　除き、営業します。

※薬局マツモトキヨシ芝宮前店は

　20日㈰を除き、営業します。

９月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
　確認ください。

※持ち物は各戸に配布している健康カレンダーをご確認いただくか、健康づ
　くり課までお問い合わせください。また、３カ月児健康診査、１歳児健康相
　談、１歳６カ月児健康診査、離乳食講座はバスタオルを、１歳６カ月児健康
　診査、３歳児健康診査はフェイスタオルをお持ちください。
※中止になった講座の対象者でご相談のある方は、健康づくり課母子支援係
　（☎248‐9023）までご連絡ください。今後も新型コロナウイルス感染症拡大
　防止のため、開催を中止・延期する場合があります。市ホームページなどで
　お知らせしますので、ご確認ください。

【個別予防接種】

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和２年６月生

令和２年４月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
令和元年９月生

対象年齢

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

平成29年９月生

平成23年９月生

平成21年９月生

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎 生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）令和２年７月生

（会場：各医療機関）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

各種健康相談

【保健センター健康相談】

電　話　☎248‐9023

と　き　月～金曜日※9:00～16:00

ところ　保健センター　

※来所前にお電話で予約してください。

【妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」】

電　話　☎213‐6400

と　き　月～金曜日※8:30～17:15

※祝日を除く

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

令和２年６月１日～６月30日生

４（金） 令和２年５月１日～５月31日生

10/２（金）

２　歳　児
健 康 相 談

令和元年８月15日～９月８日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

平成31年３月１日～３月25日生

１　歳　児
健 康 相 談

【乳幼児健康診査・相談・講座】

10（木）

29（火）

（会場：保健センター）

混雑を避ける

ため、受付時

間を変更して

開催します。

対象者へは個

別にご連絡い

たします。 平成30年９月16日～10月３日生

平成30年８月19日～９月15日生

平成29年８月19日～９月21日生

令和２年３月１日～３月15日生
令和２年３月16日～３月31日生

25（金）

15(火）

10/13（火）

24（木）

1歳6カ月児
健 康 診 査

３　歳　児
健 康 診 査

13:00～13:15
14:15～14:30

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・祝日

9:00 ～12:00、13:00 ～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※咳、発熱、喉の痛みなど風邪の

症状のある方は、受診前に必ず

電話してください。



　

音
楽
に
触
れ
て
み
た
。

音
楽
と
言
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
な
分
野
が
あ
る
。

楽
器
を
奏
で
る
人
、
歌

う
な
ど
。
私
は
歌
う
事

は
好
き
だ
が
、
楽
器
を
弾
く
事
は

不
得
意
だ
。
演
奏
が
で
き
る
人
は

素
晴
ら
し
い
と
思
う
▼
約
４
カ
月

前
の
話
に
な
る
が
、
５
月
の
あ
る

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘

う
人
々
や
医
療
従
事
者
に
音
楽
を

通
し
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
人

が
い
た
。
イ
タ
リ
ア
の
北
部
ク
レ

モ
ア
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
横
山
令
奈
さ
ん
が
地

元
病
院
の
屋
上
で
素
晴
ら
し
い
夕

日
を
背
に
、
コ
ロ
ナ
と
闘
う
医
療

従
事
者
へ
感
謝
と
患
者
さ
ん
た
ち

が
再
び
音
楽
や
芸
術
を
楽
し
め
る

日
が
来
る
よ
う
祈
り
を
込
め
バ
ッ

ハ
の
無
伴
奏
「
ア
ル
マ
ン
ド
エ
ニ

オ
ン
モ
リ
コ
ー
ネ
」
と
い
う
曲
を

演
奏
し
た
▼
私
は
バ
イ
オ
リ
ン
の

事
、
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
曲
が
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
そ
の
映
像
を

見
た
瞬
間
に
心
を
打
た
れ
た
。
バ

イ
オ
リ
ン
の
音
色
、
患
者
さ
ん
や

医
療
従
事
者
の
姿
、
あ
の
素
晴
ら

し
い
夕
日
を
重
ね
た
光
景
、
涙
が

止
ま
ら
な
く
あ
ふ
れ
た
。
こ
ん
な

に
も
夕
日
が
き
れ
い
な
の
に
…
。

そ
し
て
ま
た
、
世
界
中
が
音
楽
や

芸
術
を
心
置
き
な
く
楽
し
め
る
日

々
が
必
ず
来
る
こ
と
を
私
も
祈
る
。

感
謝
と
希
望
を
忘
れ
ず
に
。

　

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
は
、
市

内
の
文
化
芸
術
団
体
相
互
の
協
調

を
図
り
、
市
民
の
文
化
の
向
上
お

よ
び
文
化
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。

　

文
化
芸
術
講
座
は
、
須
坂
市
文

化
芸
術
協
会
員
が
講
師
を
務
め
ま

す
。
日
本
舞
踊
、
謡
曲
（
宝
生
流
）
、

謡
曲
（
観
世
流
）
、
生
け
花
、
尺
八
、

茶
道
の
全
６
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
文
化
芸
術
に
触
れ
る

こ
と
で
そ
の
良
さ
を
知
り
ま
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、
受
講
後
に
文

　

中
央
地
域
公
民
館
で
は
、
須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
と
連
携
し
て
「
文

化
芸
術
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を
し
て
６
月
４
日
を
皮
切
り
に
、
全
６
講
座

を
開
講
し
ま
し
た
。

文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

静
と
動
を
学
ぶ

2020年９月号・31・

公民館だより

２０２０年 9 月 1 日発行
701

文
化
芸
術
講
座
が
開
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
央
地
域
公
民
館
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化
芸
術
協
会
に
入
会
し
、
現
在
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

茶
道
で
は
、
講
師
の
北
原
さ
ん

が
入
室
か
ら
お
茶
出
し
な
ど
の
作

法
を
分
か
り
や
す
く
教
え
、
参
加

者
は
北
原
さ
ん
の
動
き
を
学
び
、

一
つ
一
つ
の
動
き
を
覚
え
て
い
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
興

味
は
あ
っ
た
け
ど
や
る
機
会
が
な

か
っ
た
」
と
最
初
は
話
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
終
回
に
な
る
頃
に
は
、

一
連
の
動
き
を
行
え
る
ま
で
に
上

達
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
原
さ
ん
は
「
茶
道
に
は
『
静
』

と
『
動
』が
あ
り
ま
す
。
こ
の
茶
席

で
覚
え
た
『
静
』と
『
動
』を
ぜ
ひ
日

常
に
も
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

文
化
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
に

　
～
文
化
芸
術
協
会
花
房
会
長
～

　

私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
、

ほ
と
ん
ど
活
動
で
き
て
い
な
い
状

況
で
す
。
文
化
の
灯
を
消
さ
な
い

た
め
に
も
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
伝
統
と
歴
史
、
そ
し
て
地
域

で
生
ま
れ
育
っ
た
文
化
芸
術
を
守

り
、
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
芸
術
は
自
身
を
成
長
さ
せ
、

人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
１
日
も

早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
と
地
域
の
文
化
向
上
を
願
っ
て

今
は
忍
耐
と
辛
抱
の
時
で
す
。
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲講師の動きを学んで踊
りを覚えます（日本舞踊）

▲音を出すことが難しい
　　　　　　　　（尺八）

▲講師から熱心に指導を
　受ける受講者　（茶道）



2020年９月号 ・32・

　

学
社
連
携
事
業
と
し
て
「
鮎
川
で
遊
ぼ
う
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
企
画
運
営
し
、
講
師
に
酒
巻
裕

三
さ
ん
を
招
き
、
高
甫
小
学
校
３
年
生
の
児
童
26
人
が
鮎
川
の
水
生

生
物
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
７
月
20
日
㈪
は
教
室
、
８
月
３
日
㈪

は
現
地
学
習
し
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
㈪
、
井

上
地
域
公
民
館
で
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
を
活
用
し

た
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵

教
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
坂
田

美
春
さ
ん
を
招
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

井上地域公民館

和紙のちぎり絵
和
紙
ち
ぎ
り
絵
と
は

自
分
だ
け
の
作
品
を
作
ろ
う

参
加
者
の
感
想

　

日
本
古
来
の
和
紙
を
素
材
と
し

て
ち
ぎ
っ
て
紙
に
貼
り
付
け
な
が

ら
制
作
す
る
絵
画
で
す
。

　

絵
の
具
で
は
表
現
で
き
な
い
優

し
さ
や
温
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
気
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
か
ら

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想

地
域
の
人
と
学
ぶ
　

鮎
川
の
水
生
生
物

　

実
際
に
鮎
川
に
入
っ
て
現
地
学

高
甫
の
自
然
事
業「
鮎
川
で
遊
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

高
甫
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会

▲酒巻さん ( 左 )から水生
　生物を学ぶ児童

▲推進委員さんと一緒に
　夢中で探す児童

▲見本を参考に自分だけ
　のバラを制作しました

▲参加者に教える坂田さ
　ん（右）

習
を
し
ま
し
た
。

　

自
然
事
業
主
任
の
村
石
武
志
さ

ん
は
「
鮎
川
に
は
教
室
で
学
習
し

た
生
き
物
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
が
い
ま
す
。
足
元
に
気
を

つ
け
な
が
ら
楽
し
く
採
取
し
て
み

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
酒
巻
さ
ん
に
捕

ま
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、石
を
ど

か
し
夢
中
に
な
っ
て
カ
ワ
ニ
ナ
や

サ
ワ
ガ
ニ
を
採
取
し
て
い
ま
し
た
。

　

採
取
し
た
後
に
は
、
水
の
中
に

座
り
込
ん
だ
り
、
浅
瀬
で
泳
ぐ
子

ど
も
も
い
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る

鮎
川
を
全
身
で
感
じ
、
多
く
を
学

び
、
笑
顔
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た

楽
し
い
学
習
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
き
物
は
石
の
下
に
住
ん
で
い

　

る
こ
と
を
講
師
か
ら
教
わ
り
、

　

実
際
に
探
し
て
み
た
ら
変
な
生

　

き
物
が
た
く
さ
ん
い
た
。

　

川
の
水
は
冷
た
く
て
と
て
も
気

　

持
ち
良
か
っ
た
。

　

教
室
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

　

た
。
少
し
の
色
の
濃
さ
や
貼
り

　

方
の
違
い
で
個
性
が
生
ま
れ
、

　

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

と
て
も
充
実
し
た
時
間
と
な
り
、

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

　

て
し
ま
い
ま
し
た
。

・・

・・

ス
感
染
症
対
策
を
し
て
、
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
バ
ラ
を
作
り
ま
し
た
。

坂
田
さ
ん
か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
、

参
加
者
は
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
制
作
し
て
い
き
ま
す
。

　

素
材
の
和
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
色

の
濃
さ
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
を
選
ん
で
手
で
切
り
分
け
る

こ
と
で
個
性
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
す
る
参

加
者
も
い
ま
し
た
が
、
坂
田
さ
ん

は
一
人
一
人
に
、
ち
ぎ
り
方
や
効

率
の
良
い
貼
り
方
、
配
置
の
コ
ツ

な
ど
を
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
参
加
者
に

よ
っ
て
色
合
い
や
形
が
異
な
り
、

互
い
に
見
せ
合
い
な
が
ら
で
き
栄

え
を
確
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
推
進
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
早
朝
か
ら
鮎
川
の
水
生
生

物
を
採
集
し
、
そ
れ
ら
を
教
材
に

教
室
で
学
習
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
水
槽
の
中
の
生

き
物
を
食
い
入
る
よ
う
に
観
察
し

「
こ
ん
な
生
き
物
が
い
る
ん
だ
」
と

驚
き
、
生
き
物
の
特
徴
な
ど
を
記

録
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
酒
巻
さ
ん
は
サ
ワ
ガ
ニ

や
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
ホ
タ
ル
の
生
態
で
は
「
ホ
タ

ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
は
川
床

の
藻
を
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
藻

は
汚
れ
た
水
で
は
上
手
く
育
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

き
れ
い
な
川
を
守
る
こ
と
で
カ
ワ

ニ
ナ
が
増
え
、
そ
れ
を
食
べ
る
ホ

タ
ル
も
増
え
て
い
き
ま
す
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
鮎
川
は
ど

う
し
て
『
鮎
川
』
と
い
う
の
？
」

と
質
問
さ
れ
る
と
、
自
然
事
業
副

主
任
の
戸
谷
吉
一
さ
ん
は
「
鮎
川

に
は
か
つ
て
鮎
が
た
く
さ
ん
い
た

の
で
、
そ
の
由
来
か
ら
名
前
が
付

き
ま
し
た
。
今
は
い
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
鮎
が

戻
っ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
な
川
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
、

子
ど
も
た
ち
は
か
つ
て
の
鮎
川
を

思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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2020年９月号

体験

学ぶ

「
高
甫
地
区
・
古
墳
の
里
巡
り
」

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
飾
る

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

お
で
か
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

　
　
　
　
　
　

〈
全
２
回
〉

豊
洲
地
域
公
民
館

　

八
丁
鎧

よ
ろ
い
づ
か塚

古
墳
を
は
じ
め
、
古

墳
群
を
巡
る
ほ
か
、
市
指
定
天
然

記
念
物
の
「
カ
ヤ
の
木
」
の
あ
る

大
廣
院
や
、
但

た
ん
し
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

唱
上
人
作
の
弾た

ん
ぜ
い誓

上し
ょ
う
に
ん

人
（
但
唱
の
師
）
立

り
ゅ
う
ぞ
う像

が
あ
る

光
明
寺
な
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
コ

ー
ス
を
巡
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

参
加
費　

５
５
０
円

　
　
　
　

（
保
険
料
・
資
料
代
）

定　

員　

14
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

９
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮

集
合
・
解
散

　

泉
園
幼
稚
園
北
の
北
側
駐
車
場

コ
ー
ス　

―
は
バ
ス
、
…
は
徒
歩

　

八
丁
鎧
塚
古
墳
―
霧き

り
は
ら
お
お
も
と

原
大
元
神

社
―
太
子
殿
（
地
蔵
堂
）
―
天
塚

古
墳
群
…
塚
の
越
古
墳
群
…
蓮
如

松
…
高
甫
地
域
公
民
館
―
二
十
三

夜
塔
―
綿
内
鉱
山
跡
―
大
廣
院
―

光
明
寺
―
合
戦
塚
―
古ふ

る
は
く
さ
ん
し
ゃ

白
山
社

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
せ　
　
　
　
　

　
　
　

生
涯
学
習
推
進
課　
　
　

　
　
　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

災
害
時
に
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
す
る
た
め
に
学
び
ま
し

ょ
う
。

と　

き　

９
月
15
日
㈫
～
16
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

内　

容　

①
基
本
操
作

　
　
　
　

②
災
害
時
の
活
用
方
法

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　

Ｈ
Ｏ
支
援
協
議
会
の
方

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
講
座
初
日
に
徴
収
し
ま
す
。

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

９
月
２
日
㈬

※
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る

　

方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▲霧原大元神社（一昨年の様子）

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

講　

師　

丸
山
志
保
さ
ん

　
　
　
　

（
ジ
ャ
パ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　

ア
ー
ト
協
会
認
定
講
師
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ア
ー
ム
カ

　
　
　
　

バ
ー

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

９
月
２
日
㈬

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時▲一緒に作りませんか（昨年の様子）

「地域について学んでみませんか」

９月～11月は「生涯学習推進期間」です

　須坂市では、生涯学習に対する市民の学習機会の参加充実と生涯学習のまちづくりを推進す

るため、イベントや講座が多く開催される９月～11月を「生涯学習推進期間」としています。

　この期間に、地域のイベントや各種行事などに進んで参加してみましょう。

参
加
者
募
集

～
市
内
見
学
ま
な
び
ー
号

　
　
　

お
宝
探
し
の
旅
～

　

生
涯
学
習
推
進
期
間
は
、
市
や

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
・
講
座
、
地
域
、
各
団
体
の

文
化
祭
な
ど
を
通
し
て
、
生
涯
学

習
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
期

間
で
す
。

　

毎
月
発
行
の
「
広
報
須
坂
」
の

ほ
か
、
９
月
号
の
と
じ
込
み
冊
子

「
ま
な
び
ー
ず
情
報
（
生
涯
学
習

推
進
期
間
特
別
号
）
」
に
９
月
～

11
月
に
開
催
さ
れ
る
催
し
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▲期間中にはいろいろな講座・
　サークル活動が行われます
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町
並
み
小ち

い

さ

ん

ぽ

散
歩

　
　
　
　
～
須
坂
の
町
巡
り
～

　

須
坂
の
歴
史
を
歩
い
て
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

何
気
な
く
歩
い
て
い
る
町
。
新

し
い
発
見
に
出
会
え
る
か
も
！

と　

き　

９
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

集　

合　

午
前
９
時
15
分

　
　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

コ
ー
ス　

…
は
徒
歩

　

立
町
天
満
宮
跡
地
…
墨
坂
神
社

芝
宮
…
浄
念
寺
…
山
丸
一
番
館（
旧

越
家
）
…
旧
小
田
切
家
住
宅
…
信

濃
電
気
発
祥
の
地
碑
…
中
町
の
辻
・

市
（
綿
幸
・
高
丸
）
…
旧
上
高
井

郡
役
所

※
施
設
内
の
見
学
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社会教育団体からのお知らせ

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

＆
南
部
地
域
公
民
館

体験 学ぶ

き
の
こ
教
室

お
で
か
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

　
　
　
　
　
　

 

〈
全
３
回
〉

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

北
信
濃
の
山
野
で
「
き
の
こ
狩

り
」
を
し
て
食
用
の
可
否
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
14
日
㈬

　
　
　
　

午
前
８
時
15
分
～

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

集　

合　

午
前
８
時
15
分　

　
　
　
　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分　

　
　
　
　

南
部
地
域
公
民
館

と
こ
ろ　

木
島
平
村
「
カ
ヤ
の
平
」

※
き
の
こ
の
生
育
状
況
に
よ
り
変

　

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講　

師　

須
山
正
男
さ
ん（
長
野
県  

　
　
　
　

き
の
こ
衛
生
指
導
員
）

参
加
費　

１
２
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、軍
手
、

　
　
　
　

帽
子
、
雨
具
、
ク
マ
よ

　
　
　
　

け
の
鈴
、
笛
、
き
の
こ

　
　
　
　

を
入
れ
る
袋

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

９
月
１
日
㈫　
　

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

　
　
　
　

南
部
地
域
公
民
館　

　
　
　
　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

※
申
し
込
み
は
、
希
望
出
発
地
の

　

公
民
館
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

内　

容　

基
本
操
作
か
ら
生
活
に

　
　
　
　

役
立
つ
ア
プ
リ
の
活
用

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　

Ｈ
Ｏ
支
援
協
議
会
の
方

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
講
座
初
日
に
徴
収
し
ま
す
。

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

９
月
１
日
㈫

※
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る

　

方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

拡
大
防
止
に
向
け
、
イ
ベ
ン
ト

　

や
講
座
な
ど
が
中
止
・
延
期
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
催
者

　

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
に
中
止
に
し
た
、
謡
曲
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

９
月
26
日
、　

　
　
　
　

10
月
10
日
、
24
日
、

　
　
　
　

11
月
７
日
、
21
日
、
28
日

　
　
　
　

12
月
５
日
、
19
日

※
各
回
と
も
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

２
０
７
視
聴
覚
室

講　

師　

村
石
武
志
さ
ん

　
　
　
　

（
観
世
流
師
範
）

持
ち
物　

大
成
版
「
観
世
流
初
心

　
　
　
　

謡
本 

上
巻
」
、
ま
た
は

　
　
　
　

同
「
鶴
亀
」
一
番
本
（
檜

　
　
　
　

書
店
発
行
）
、
筆
記
用
具

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

９
月
１
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

体験

文
化
芸
術
講
座

観
世
流
さ
わ
や
か
謡
曲
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
全
８
回
〉

中
央
地
域
公
民
館

案
内
役　

佐
藤
政
世
さ
ん

　
　
　
　

（
蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を

　
　
　
　

語
る
会
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
18
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

主　

催　

中
央
地
域
づ
く
り
推
進

　
　
　
　

委
員
会　

第
３
部
会

共　

催　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　

「
須
坂
の
歴
史
映
画
」
上
映
会

　

記
録
映
画
の
鑑
賞
と
、
小
串
鉱

山
で
の
当
時
の
暮
ら
し
な
ど
実
体

験
を
交
え
た
、
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

と　

き　

10
月
６
日
㈫

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

上
映
作
品　

記
憶
～
雲
上
の
ま
ち

　
　
　
　

小
串
鉱
山
～

講　

師　

小
山
賢
一
さ
ん

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
28
日
㈪

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

主　

催　

中
央
地
域
づ
く
り
推
進

　
　
　
　

委
員
会　

第
３
部
会

▲小散歩（昨年の様子）

▲きのこ教室（昨年の様子）



2020年９月号・35・

高
た か つ

津ドロテーさん（本郷町）

　

高
津
ド
ロ
テ
ー
さ
ん
は
、
ド
イ

ツ
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
の
文
化

に
興
味
を
持
ち
日
本
へ
留
学
し
ま

し
た
。
留
学
時
に
夫
と
出
会
い
、

結
婚
を
機
に
満
龍
寺
（
曹
洞
宗
）
に

嫁
ぎ
ま
す
。

　

臨
済
宗
の
僧
侶
の
自
由
で
個
性

的
な
生
き
方
や
人
柄
に
魅
力
を
感

じ
出
家
し
ま
し
た
。

　

豊
丘
の
山
里
に
あ
る
座
禅
道
場

「
豊ほ

う
ら
く樂

庵あ
ん

」の
住
職
を
勤
め
、夫
と
２

人
の
子
ど
も
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
普

段
須
坂
市
に
関
し
て
思
っ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
市
民
の

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。

　

今
月
号
は
、
金
田
勝
義

さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き

継
い
だ
高
津
ド
ロ
テ
ー
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

市
民
リ
レ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

滴
水
道
場

生
き
方
を
学
ぶ

　

築
１
０
０
年
を
超
え
た
農
家
住

宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
建
物

が
豊
樂
庵
で
す
。
そ
の
隣
に
は
２

０
１
９
年
に
完
成
し
た
「
滴
水
道

場
」
が
あ
り
ま
す
。

　

何
年
か
前
、
ド
ロ
テ
ー
さ
ん
は

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す

№６

る
た
め
安
曇
野
市
へ
行
く
と
、
そ

の
建
物
は
漆し

っ
く
い喰

の
壁
、
古
い
材
料

と
新
し
い
材
料
の
組
み
合
わ
せ
、枝

を
組
み
込
ん
だ
り
と
随
所
に
つ
く

り
て
の
工
夫
な
ど
、
創
造
性
が
感

じ
ら
れ
る
建
物
に
魅
了
さ
れ
、
何

枚
も
写
真
を
撮
っ
た
そ
う
で
す
。

　

知
人
の
紹
介
で
、
滴
水
道
場
の

大
工
は
、
な
ん
と
安
曇
野
市
の
建

物
を
造
っ
た
鶴
丸
和
彦
さ
ん
。
奇

跡
を
感
じ
ま
し
た
と
ド
ロ
テ
ー
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
２
年
か
け
て

造
っ
て
い
き
、
２
年
目
は
鶴
丸
さ

ん
と
ド
ロ
テ
ー
さ
ん
の
２
人
だ
け

で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

 　　　

材
料
一
つ
ひ
と
つ
に
思
い
出
や

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
お
寺

か
ら
譲
り
受
け
た
梁は

り

、
病
気
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
本
郷
町
の
杉
の
大

木
を
梁
に
、
富
岡
製
糸
工
場
で
使

わ
れ
て
い
た
陶
器
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
和
紙
を
使
っ
た
照
明
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
。
建
物
の

形
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る
円

に
近
い
八
角
形
で
す
。

　

建
設
に
携
わ
っ
た
ド
ロ
テ
ー
さ

ん
は
こ
の
建
物
へ
の
思
い
入
れ
が

と
て
も
大
き
い
で
す
。　
　
　
　

　

こ
の
滴
水
道
場
と
豊
樂
庵
が
リ

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ド
ロ

テ
ー
さ
ん
の
活
動
の
場
所
で
す
。

　

私
は
須
坂
に
来
た
時
、
須
坂
の

景
色
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
こ

の
豊
樂
庵
の
場
所
も
山
里
の
景
色

が
気
に
入
り
ま
し
た
。

　

須
坂
に
は
自
然
が
多
く
、
目
を

閉
じ
れ
ば
、
風
の
音
、
虫
の
音
、

水
の
音
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

心
が
休
ま
り
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然

と
ふ
れ
あ
う
と
元
気
も
出
ま
す
。

　

私
は
生
き
方
を
よ
り
深
く
学
び

た
い
た
め
に
禅
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

「
工
夫
」は
大
切
な
禅
語
の
一
つ

で
す
。
富
岡
製
糸
工
場
で
使
わ
れ

て
い
た
陶
器
を
ど
う
や
っ
て
使
お

う
か
考
え
た
時
、
須
坂
も
製
糸
業

と
し
て
栄
え
、
富
岡
製
糸
と
も
関

わ
り
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の

滴
水
道
場
の
玄
関
に
置
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
工
夫
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
践
で

き
ま
す
。

　

次
に
「
無
駄
を
し
な
い
」こ
と
は

禅
の
生
き
方
に
大
切
で
す
。
電
気

や
水
、食
べ
物
は
当
た
り
前
で
す
が

　
体
力
を
無
駄
に
し
な
い
。

　
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
。

　
言
葉
を
無
駄
に
し
な
い
。

　

特
に
「
言
葉
を
無
駄
に
し
な
い
」

は
、
愚
痴
を
言
わ
な
い
、
黙
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
、
余
計
な
こ

と
を
言
わ
な
い
で
す
。

　

自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
ド
ロ
テ
ー
さ
ん
の
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（t

e
k
i
s
u
i
d
o
j
o
.
n
e
t

）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。



2020年９月号 ・36・

お父さん…雅登さん／お母さん…友理恵さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　莉はジャスミンを連想させる漢字で、ジャスミンの花

言葉は「愛想が良い」です。明るく元気なイメージが連想

されることから、莉乃と名付けました。

　莉乃は最近絶賛イヤイヤ期です。子育てでイライラす

る事もありますが、名前の由来通り明るく元気に育って

体調をほとんど崩したことがなく、とても助かっていま

す。これからも明るく元気に莉乃らしく、のびのび大き

くなってね。大好きだよ。

山
やまもと

本 莉
り の

乃 ちゃん

（２歳３カ月）

【ハイハイのお悩み】

Ｑ．10カ月になる子どもがいますが、

周囲の子どもと比べると、ハイハイが

遅い感じがしますが問題ありませんか。

Ａ．ハイハイができるようになるまで

の時間は個人差があります。ハイハイ

は、首を持ちあげる、腕の筋肉などを

使って自分の目的の場所へ移動するな

ど意味を持っています。床が滑りやす

い環境だったり、腕の筋肉の発達がま

だ十分でなかったり、腹ばいになって

遊ばせることが少なかったりといろい

ろな要因が考えられます。環境を見直

したり、腹ばいになる遊びを一緒に行

うなどして一緒に成長を見守っていき

ましょう。様子を見ても心配な方は、

妊娠・子育てなんでも相

談おひさま（☎は30ペー

ジ参照）へ相談してはい

かがでしょうか。

子育て支援センターの保育士が

皆さんの悩みにお答えします。

子育てのお悩み相談コーナー

市外局番…（026）

子育て支援センター・児童センター

★集まりの日（11:00～）

　９日㈬　すくすく子育て応援☆公立保育園長

　子育てや入園に関する話をお聞きします。個別相

　談もあります。

　16日㈬～17日㈭　音楽で遊ぼう

　親子で楽器遊びや季節の歌を歌いましょう。

　29日㈫～30日㈬　ミニ運動会

　かけっこやパラバルーンで遊びましょう。

【未就学児の利用時間】

　子育て支援センターの利用は、月～金曜日は10:00～12:00と13:00～14:45、土曜日は10:00～12:00です。

　南部・東部・北部児童センターの親子の利用は、月～金曜日10:00～12:00です。

【一般児童の利用時間】

　中央児童センターの一般児童の利用は、月～金曜日は15:00～17:30、土曜日は14:00～17:00です。

　南部・東部・北部児童センターの一般児童の利用は、土曜日のみ10:00～12:00と14:00～17:00です。

【子育て支援センター・各児童センターの利用に関して】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間は利用人数などを制限しての利用になります。ま

★子育て相談(11:00～）

　７日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　28日㈪　管理栄養士による食育相談

※各相談事業は、市内在住の４人限定です。

※子育て相談は電話予約をしてください。定員に達 

　していなければ、当日に相談できます。

２日㈬ 11:00～ 牛さんに会いに行こう！

９日㈬ 10:30～ すくすく子育て応援☆公立保

　　　　　　　 育園長＆誕生会（４月～９月生）

16日㈬ 11:00～ 消防署見学

北部児童センター　北旭ケ丘町 ☎/248-8381

南部児童センター　　　屋部町 ☎/248-2330

幼
児
・
親
子

９日㈬ 11:00～ すくすく子育て応援☆公立

　　　　　　　 保育園長

16日㈬ 11:00～ 牛さんに会いに行こう！

30日㈬ 10:30～ バッグ作り＆誕生会（４月 

　　　　　　　 ～９月生）

２日㈬ 11:00～ かざぐるまを作ろう

16日㈬ 10:30～ すくすく子育て応援☆公立保

　　　　　　　 育園長＆誕生会（４月～９月生）

30日㈬ 11:00～ 消防署見学

幼
児
・
親
子

東部児童センター　　　高橋町 ☎/246-0079

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

幼
児
・
親
子

た、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、施設の利

用方法などが変更になる場合があります。詳細は各センタ

ーへお問い合わせください。子育て支援センタ

ー・各児童センターの利用制限などの詳細は、市

ホームページ（右記ＱＲコードから接続できま

す）でも確認できます。
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■料金表（料金は１時間あたりの金額）

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

依
頼
会
員
と
提
供
会
員
を
取
材
し
ま
し
た

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
支
援
を
受
け

た
い
方
（
依
頼
会
員
）と
、
支
援
し

た
い
方
（
提
供
会
員
）が
育
児
を
助

け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　

万
が
一
の
事
故
な
ど
に
備
え
、

会
員
に
な
る
と
自
動
的
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補

償
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
保
険
料

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

依
頼
会
員　

市
内
お
よ
び
連
携
中

枢
都
市
圏
在
住
の
方
で
、
生
後
３

カ
月
～
お
お
む
ね
12
歳
ま
で
の
子

ど
も
の
保
護
者

提
供
会
員　

市
内
在
住
の
心
身
と

も
に
健
康
な
方
で
、
自
宅
な
ど
で

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

方
や
自
家
用
車
で
送
迎
で
き
る
方

※
提
供
会
員
の
登
録
に
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
前
講

習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
両
方
の
会
員
を
兼
ね
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

黒
岩
友
紀
さ
ん
は
８
月
に
２
人
目
の
出
産
を
予
定
し
て
お
り
、
娘
の

美
花
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
の
保
育
園
の
送
迎
や
預
か
り
を
提
供
会
員
の
小
穴

け
さ
江
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

短
時
間
の
預
か
り
や
児
童
ク
ラ

❶パパの出勤にあわせて、小穴けさ江
　さん宅に預けます。❷保育園の送迎をしてもらいます。

❹黒岩さん宅にとどけます。だだいま！

❸小穴さん宅で一緒に遊んだり、ごはんを食べます。

ブ
・
習
い
事
の
送
迎
な
ど
、
子
育

て
中
の
方
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
提
供
会
員
が
34
人
に
対
し
て
依

頼
会
員
が
４
４
９
人
で
す
。
ま
た
、

依
頼
・
提
供
の
両
方
に
登
録
し
て

い
る
会
員
は
11
人
で
す
（
８
月
19

日
現
在
）
。

　

特
に
提
供
会
員
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

小
穴
け
さ
江
さ
ん
（
提
供
会
員
）　

　

育
児
で
困
っ
た
お
母
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
登
録
し
ま
し
た
。
今
回

が
初
め
て
の
活
動
で
す
が
、
私
自

身
保
育
士
を
し
て
お
り
、
子
ど
も

が
好
き
な
の
で
、
で
き
る
範
囲
内

で
、
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
黒
岩
友
紀
さ
ん
（
依
頼
会
員
）　

　

私
の
母
が
提
供
会
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
姿
を
見
て
い
た
の
で

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
し
た
。
体

調
が
優
れ
ず
、
急
き
ょ
依
頼
し
た

時
に
も
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
、と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

小
穴
さ
ん
は
母
の
よ
う
で
、
娘
に

対
し
て
も
孫
の
よ
う
に
接
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
６
５
８
８

３歳未満の子ども、

病後児

３歳以上の子ども

（病後児を除く）

午前７時～午後７時

午前６時～７時

午後７時～10時

午前７時～午後７時

午前６時～７時

午後７時～10時

700円

800円

600円

700円

区分 支援時間 料金



2020年９月号 ・38・

防災・減災

　

先
月
に
引
き
続
き
、「
令
和
元
年

東
日
本
台
風
」
の
際
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
行
っ
た
調
査
（
７
１
７
２

世
帯
か
ら
回
答
）
か
ら
、「
避
難
行

動
」
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
頃
の
備
え

「令和元年台風第19号の避難行動に関する
調査」の概要③　～避難行動～

問合せ　総務課（☎026‐248‐9000）

「
あ
な
た
は
、
避
難
し
ま
し

た
か
」
の
問
い
に
対
し
て
回

答
数
６
５
８
０
（
複
数
回
答

あ
り
）

　

次
に
、「
あ
な
た
は
、
最
初

に
ど
こ
に
避
難
し
ま
し
た
か
」

の
問
い
に
対
し
て
回
答
数
９

６
７

【
考
察
】

■
「
避
難
し
な
か
っ
た
」

　

大
多
数
が
「
自
宅
が
安
全
な
場

所
に
あ
っ
た
か
ら
」
と
回
答
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
宅
が
浸
水
害
・

土
砂
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
被
害
に
遭
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
、
「
こ
れ
ま
で
被
害

に
遭
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と

考
え
て
い
た
方
も
多
く
、
「
ま
さ

か
自
分
が
…
」
と
考
え
避
難
し
な

か
っ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
乳
幼
児
が
い
た
か
ら
」
、

「
要
配
慮
者
（
高
齢
者
・
障
が
い

者
な
ど
）
が
い
た
か
ら
」
、
「
ペ
ッ

ト
が
い
た
か
ら
」
な
ど
、
自
分
や

家
族
の
状
況
で
避
難
を
ち
ゅ
う
ち

ょ
し
た
方
も
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

■
「
立
ち
退
き
避
難
し
た
」

　

立
ち
退
き
避
難
を
し
た
理
由
は

次
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

雨
の
降
り
方
を
見
て

　

川
の
水
位
が
上
昇
し
た
か
ら

　

避
難
情
報
（
警
戒
レ
ベ
ル
３
～

５
）
が
発
令
さ
れ
た
か
ら

　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
頻
繁
に
届
い

た
た
め

　

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
た
た

め
　

家
族
や
近
所
の
人
、
区
の
役
員

（
自
治
会
・
民
生
委
員
な
ど
）
に
避

難
を
す
す
め
ら
れ
た
か
ら

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
気
象
や
河
川

の
状
況
、
避
難
情
報
な
ど
を
受
け

て
身
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
に
よ

る
「
自
発
的
な
行
動
」を
と
っ
た
方

が
い
る
一
方
、
誰
か
に
避
難
を
促

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
受
動
的
な

行
動
」
を
と
っ
た
方
が
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

■
「
上
階
に
避
難
し
た
」

　

上
階
に
避
難
し
た
最
も
多
か
っ

た
理
由
が
「
上
階
に
避
難
す
る
こ

と
で
安
全
を
確
保
で
き
る
と
考
え

た
た
め
」
で
、
家
の
２
階
部
分
は

安
全
だ
と
考
え
る
方
が
多
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
「
自
宅
以
外
の
場
所

へ
の
避
難
が
難
し
い
家
族
が
い
た

た
め
」
や
「
負
担
感
が
あ
っ
た
」
、

「
ペ
ッ
ト
が
い
た
た
め
」と
回
答
し

た
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

も
自
分
や
家
族
の
状
況
で
立
ち
退

き
避
難
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
方
も

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・・・・・・

【
考
察
】

　

避
難
し
た
方
の
半
数
以
上
が

「
市
が
開
設
し
た
避
難
場
所
」
以
外

の
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
頃

か
ら
自
分
や
家
族
が
ど
こ
に
避
難

す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

９
月
～
11
月
に
か
け
て
、
台
風

襲
来
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
と
は
、
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
な
ど

に
、
最
初
の
持
ち
出
す
も
の
で
す
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、

で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
備
蓄
品
と
は
、
数
日
間
を

生
活
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
１

人
最
低
３
日
分
、
で
き
れ
ば
１
週

間
分
は
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

左
ペ
ー
ジ
の
非
常
持
ち
出
し
品
・

非
常
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

参
考
に
、
各
家
庭
で
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

避難しなかった
5,578
84.8％

市が開設した避難
場所
466

48.2％

家族、親戚、知人宅
329

34.0％

その他の場所
172

17.8％

立ち退き避難
した
834

12.7％

上階に避難した
168
2.5％



2020年９月号・39・

非常持ち出し品・非常備蓄品は、防災の基本です。下のリストを参考に、家族構成に合わせて

準備しましょう。定期的に食品の賞味期限なども確認しましょう。

避難するときに持ち出す最小限の必需品です。あまり重いと避難に支障が出るの

で、必要最低限のものをまとめ、すぐに取り出せる所に保管しておきましょう。

災害復旧までの数日間を自足するためのものです。最低でも３日間は自足できる

だけの量を用意しておきましょう。

下の項目以外にも必要なものは準備しましょう

非常持ち出し品・非常備蓄品　チェックリスト

非常持ち出し品

非常備蓄品

女性、子どもに必要な非常持ち出し品

□非常食（乾パン、缶詰、レトルト食品など）

□飲料水

□携帯ラジオ（予備の電池含む）

□懐中電灯（予備の電池含む）

□ろうそく

□現金（小銭も）

□貴重品（預貯金通帳、はんこなど）

□健康保険証・住民票のコピー

□携帯電話の非常用電源

□ビニール袋

□上着、下着

□軍手、ヘルメット（防災ずきん）

□ライター（マッチ）

□ナイフ、缶切り、栓抜き、カッター

□ティッシュ、タオル

□救急医療薬品（キズ薬、ばんそうこう、解熱

　剤、かぜ薬、胃腸薬、目薬など）

□体温計、常備薬、お薬手帳

□食品（缶詰、レトルト食品、ドライフーズや

　栄養補助食品など）

□食品（チョコレート、のどあめ、ガムなど）

□燃料（卓上コンロ、固形燃料など）

□毛布、タオルケット、寝袋など

□簡易食器（わりばし、紙皿、紙コップなど）

□ウェットティッシュ、トイレットペーパー

□簡易トイレ

□自転車

□食品（調味料、スープなど）

□水（１人あたり１日３ℓ）

□洗面用具（歯ブラシ、せっけん、タオル、ド

　ライシャンプーなど）

□防臭剤、殺虫剤

□鍋、やかん、ラップ、アルミホイル

□使い捨てカイロ、マスク、消毒用アルコールなど

□予備のめがね、予備の補聴器用電池など

□工具類（ロープ、バール、スコップなど）

●生理用品

□生理用品（ナプキンなど）

□サニタリーショーツ　□清浄綿

□中身の見えないごみ袋□おりものシート　 

●授乳用品

□粉ミルク（調製粉乳）

□乳幼児用飲料水　　　□アレルギー用ミルク

□哺乳瓶（消毒剤含む）□湯沸し器具

●離乳食用品

□ベビーフード　　□スプーン

●紙おむつ用品

□小児用紙おむつ　□おしりふき

□ごみ袋　　　　　□乳幼児用着替え

□ベビーバス（赤ちゃんのおしり洗浄用）

●その他

□抱っこひも　　　□授乳用ポンチョ

※個人や家庭によって、他にも必要な物がありますので、事情にあった品を用意しておきましょう。



「マチイロ」 「マイ広報紙」

　

お月見団子

■上新粉…30g　　　 ■水…150ml

■白玉粉…70g　　　 ■砂糖…大さじ２

■片栗粉…小さじ１　■しょうゆ…大さじ１

■きな粉…お好みの量

※かぼちゃ、巨峰、トマトジュース、小松菜

などを加えると色団子になります。

【材料】 （約10個分）

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

44

　レシピ動画は、１分程度です。
右のＱＲコードをアクセスすると、
ご覧いただけます。

20分調理時間

健康長寿レシピのマメ知識

　上新粉はうるち米、白玉粉はもち米か

ら作られています。どちらも粉になって

いる分、消化吸収がよく、エネルギーも

高くなります。

スマホやパソコンなどで
『広報須坂』を読めます

レシピ動画（第30弾）

１個分の栄養成分　
■エネルギー…42kcal    　■脂質…0.1g
■炭 水 化 物…9.3g　　　　■塩分…0.3g　　　     
■たんぱく質…0.7g　　　　

白玉粉と上新粉をよく混ぜ、水100mlを少

しずつ加えてこねる。

③

①

②

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

①を食べやすい大きさに丸める。

　
　
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆【作り方】

　
　
　
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

その他 １ ７ ２

昨年
同期

０

★災害情報

火　災

傷　者

救急出動

その他 43 346 370

救  助

交通事故

交通事故

急　病 111 751 926
８ 62

０ ７ ４

１ 14 ６

162 1161 1358

死　者 ０ ２ ０
０ ３ １

０ 18 10

７月
昨年
同期

 2020年
１～７月

★交通事故

７月  2020年
１～７月

13傷者

件数

死者 ０ ０

10

◎火災・救急・救助は
　局番なしの119
◎火災などの問合せは
　消防情報ダイヤル
　☎026‐245‐1119

86

73

75

64

67

人口・世帯数

2020.8.1現在、（　）内は前月比

　 住民登録者数による集計

人口・・・・・・・・50,369（+ ４）
 男 ・・・・・・・・24,488（+ ５）
 女 ・・・・・・・・25,881（- １）
世帯・・・・・・・・20,173（+ 23）

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
バ
ナ
ナ
ス
ム

ー
ジ
ー
は
ミ
キ
サ
ー
な
し
で
作
れ
ま
す
。

袋
に
入
れ
て
つ
ぶ
し
て
よ
く
も
む
際
は
、

力
の
入
れ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
作
る
と
喜
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
野
菜
と
果
物
不
足
の
解
消
に
ス
ム

ー
ジ
ー
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
岡
田
）

▼
最
近
外
に
出
て
運
動
す
る
機
会
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
猛
暑
な
ど
の
影
響
か
ら
や

む
を
得
な
い
と
は
い
え
、
か
な
り
深
刻

で
す
。
体
重
に
大
き
な
変
動
が
な
く
て

も
、
脂
肪
が
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
大
丈
夫
か
な
。　

（
小
池
）

▼
高
甫
の
「
鮎
川
で
遊
ぼ
う
」を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
す
ぎ
る
ほ
ど
の
暑
さ
の
中
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、

好
奇
心
や
知
識
の
吸
収
力
に
も
本
当
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
浦
野
）

②を沸騰したお湯に入れ、浮いてきたら

ザルにあげて冷水で冷やす。

④
鍋に砂糖、しょうゆ、片栗粉、水50mlを入れ

てよく混ぜて中火にかける。とろみがつ

いたら火を止める。

発
行
日
　
2
0
2
0
年
９
月
１
日

発
行
/
編
集
　

須
坂

市
役

所
/総

務
部

政
策

推
進

課
☎
０
２
６
‐２
４
５
‐１４

０
０
（代

表
）　

０
２
６
‐２
４
６
‐０
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０
〒

382-8511 長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528-1

URL https://www.city.suzaka.nagano.jp /
Eメ

ー
ル
 info@city.suzaka.nagano.jp

印
刷

部
数

1
9
,
7
0
0
部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

42円
）

印
刷
　
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト
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